
空き家について考え
てみませんか？

返還へ　思いを繋げ　拓く未来

今月の表紙

ほうりん保育所閉所
　１９７４（昭和 49）年の開所以来９５２人の
子どもたちを見守ってきた市立ほうりん保育所
が３月をもって45 年の歴史に幕を下ろしまし
た。閉所を前に、保育所を訪れると子どもた
ちは元気いっぱい。入所児童全員に集まって
もらい記念撮影を行いました。
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空
き
家
に
つ
い
て

　
考
え
て
み
ま
せ
ん
か
？

　

最
近
、
新
聞
や
テ
レ
ビ
で
も
見
か
け
る
機
会
が
多
く
な
っ
た
「
空
き
家
問
題
」。

自
分
に
は
関
係
の
な
い
こ
と
と
思
っ
て
い
ま
せ
ん
か
？

　
「
空
き
家
問
題
」
は
決
し
て
他
人
事
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
あ
な
た
の
お
隣
が
空

き
家
に
な
る
こ
と
、
身
内
や
親
戚
の
家
が
空
き
家
に
な
る
こ
と
な
ど
も
十
分
に

考
え
ら
れ
る
の
で
す
。

　

適
正
に
管
理
さ
れ
て
い
な
い
空
き
家
に
は
様
々
な
リ
ス
ク
が
伴
い
ま
す
。　

今
月
は
全
国
的
に
も
問
題
に
な
っ
て
い
る
空
き
家
に
つ
い
て
考
え
ま
す
。

根
室
市
の
空
き
家
の
現
状

　

根
室
市
消
防
本
部
の
調
査
に
よ

る
と
２
０
１
8
年
９
月
の
調
時
点

で
、
市
内
に
は
６
２
０
軒
の
空
き

家
が
あ
り
、
そ
の
う
ち
の
約
25
％

に
当
た
る
１
５
４
軒
が
管
理
不
良

の
空
き
家
と
な
っ
て
い
ま
す
。
少

子
高
齢
化
や
人
口
減
少
な
ど
に
よ

り
、
今
後
も
空
き
家
件
数
は
増
加

し
、
様
々
な
問
題
が
生
じ
る
こ
と

が
予
想
さ
れ
ま
す
。

　

こ
の
よ
う
な
現
状
か
ら
、
市
で

は
、
２
０
１
７
年
５
月
に
「
根
室

市
空
家
等
対
策
計
画
」
を
策
定
し

ま
し
た
。
今
後
も
計
画
的
に
空
き

家
対
策
を
進
め
て
い
き
ま
す
。

な
ぜ
空
き
家
が
問
題
に
な
る
の

で
し
ょ
う
か
？

　

人
の
住
ん
で
い
な
い
家
が
全
て

問
題
と
い
う
わ
け
で
は
あ
り
ま
せ

ん
。
人
が
住
ま
な
く
な
り
、
手
入

れ
の
さ
れ
な
い
状
況
が
続
く
こ
と

が
問
題
な
の
で
す
。
手
入
れ
を
し

な
い
と
建
物
の
老
朽
化
が
進
み
、

「
雑
草
の
繁
茂
」、「
不
審
者
や
動

物
の
侵
入
」、「
不
法
投
棄
」、「
建

物
の
破
損
・
倒
壊
」
な
ど
、
様
々

な
問
題
が
生
じ
ま
す
。場
合
に
よ
っ

て
は
近
隣
住
民
の
安
全
を
脅
か
す

事
態
に
も
な
り
か
ね
ま
せ
ん
。

特 集 　
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空
き
家
の
適
正
な
管
理
を
お
願

い
し
ま
す
。

　　

空
き
家
が
原
因
と
な
っ
て
近
隣

住
民
や
通
行
人
に
被
害
が
お
よ
ぶ

と
損
害
賠
償
が
発
生
す
る
場
合
も

あ
り
ま
す
。
空
き
家
を
管
理
す
る

こ
と
に
な
っ
た
場
合
は
、
定
期
的

に
点
検
を
行
う
な
ど
空
き
家
の
適

正
な
管
理
を
心
掛
け
ま
し
ょ
う
。

　

周
辺
の
住
民
に
迷
惑
を
か
け
な

い
よ
う
建
物
お
よ
び
敷
地
内
を
健

全
な
状
態
に
保
ち
ま
し
ょ
う
。（
庭

木
の
手
入
れ
、
ポ
ス
ト
の
確
認
、

屋
根
、
外
壁
の
剥
が
れ
な
ど
の
確

認
、
室
内
の
通
気
・
換
気
な
ど
）

◆ 

ご
近
所
に
定
期
的
な
声
掛
け
を

　

ご
近
所
に
定
期
的
に
声
掛
け
を

す
る
こ
と
で
、
不
法
侵
入
や
不
法
投

棄
な
ど
の
防
止
に
つ
な
が
り
ま
す
。

で
き
る
だ
け
自
分
の
連
絡
先
も
伝
え

て
お
く
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

「
空
家
等
対
策
の
推
進
に
関
す
る

特
別
措
置
法
」（
空
家
対
策
措
置

法
）
が
施
行
さ
れ
ま
し
た
。

　

こ
の
「
空
家
対
策
措
置
法
」
に

よ
り
、
放
置
さ
れ
適
正
に
管
理
さ

れ
ず
、
地
域
の
生
活
環
境
に
深
刻

な
影
響
を
及
ぼ
す
可
能
性
の
あ
る

「
特
定
空
家
等
」
の
所
有
者
に
対

し
、
市
町
村
は
撤
去
や
修
繕
な
ど

を
勧
告
、
命
令
が
で
き
る
よ
う
に

な
り
、
場
合
に
よ
っ
て
は
行
政
代

執
行
に
よ
る
撤
去
も
可
能
と
な
り

ま
し
た
。（
行
政
代
執
行
に
要
し

た
費
用
は
所
有
者
の
負
担
と
な
り

ま
す
。）

　

ま
た
通
常
、
住
宅
の
建
つ
土
地

に
は
、
固
定
資
産
税
が
６
分
の
１

に
軽
減
さ
れ
る
な
ど
特
例
措
置
が

あ
り
ま
す
。
し
か
し
、「
空
家
対

策
措
置
法
」
に
基
づ
く
勧
告
の
対

象
と
な
っ
た
「
特
定
空
家
等
」
の

土
地
は
、
特
例
の
除
外
と
な
る
た

め
、
税
金
は
最
大
で
６
倍
に
な
る

可
能
性
が
あ
り
ま
す
。

　

□ 屋根・軒裏・外壁などが浮いたりはがれたり
していないか確認する

□ すべての窓、収納扉を開放し換気扇を運転する
□ 玄関や窓の立てつけの異常がないか確認する
□ ポストの中身の整理をする
□ 給水・排水の不具合がないか、詰まりや臭い

が無いか確認する
□ 雨漏り・カビがないか確認する
□ 床が浮いたりはがれたり、傾きがないかなど

確認する
□ 室内を簡単に掃除する
□ 玄関周り、敷地内を簡単に掃除する
□ 防臭・防虫のために１分ほど各蛇口を開き、

排水口に水を流す
□ 庭の草木が近隣に迷惑になっていないか確認

し、草刈りや庭木の手入れをする
□ 冬は除雪。屋根からの落雪で近隣に迷惑をか

けないよう確認する

空
き
家
に
関
す
る
総
合
窓
口

      

市
建
築
住
宅
課
建
築
指
導
担
当

            

℡
（
２
３
）
６
１
１
１
番

                        

内
線
２
２
９
４

不審者や動物の
侵入、不法投棄

治安や衛生面の悪化を招くことも…

庭木や雑草の繁茂
景観を損ねるほか、

害虫の発生原因になることも…

建物の破損・倒壊
隣家や通行人にぶつかるなどの

被害を与えることに…

チェックリスト
◆ 

月
に
一
回
程
度
の
定
期
的
な
点

検
を

空き家を放置すると

　　こんな問題が…
　

空
き
家
は
個
人
の
財
産
で
す
。
空
き
家
の
所
有

者
は
現
在
の
空
き
家
が
将
来
的
に
特
定
空
き
家

に
な
ら
な
い
よ
う
適
正
な
管
理
を
行
う
こ
と
が

重
要
で
す
。
市
民
の
皆
さ
ん
に
は「
空
き
家
問
題
」

に
つ
い
て
ご
理
解
を
い
た
だ
き
、
市
民
と
所
有

者
と
行
政
が
連
携
し
、
根
室
市
が
住
み
よ
い
ま

ち
と
な
る
よ
う
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。
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重
点
施
策

沿
岸
漁
業
の
振
興
な
ど
強
い
「
水
産

都
市
・
根
室
」
の
再
興
に
よ
る
市
中

経
済
の
活
性
化

○　
水
産
資
源
の
増
大
対
策
を
集
中
的
に
進

め
「
つ
く
り
育
て
る
漁
業
」
の
定
着
に
向

け
た
取
組
み
を
、
よ
り
一
層
加
速
し
て
参

り
ま
す
。

○　
市
内
４
漁
協
が
取
組
む
、
ホ
タ
テ
稚
貝

放
流
を
引
き
続
き
支
援
し
、
持
続
可
能
な

漁
業
の
構
築
を
目
指
し
て
参
り
ま
す
。

○　
「(

仮
称)

根
室
市
栽
培
漁
業
研
究
セ
ン

タ
ー
」
の
来
年
度
開
設
に
向
け
、
引
き
続

き
、国
を
は
じ
め
関
係
団
体
等
と
連
携
し
、

対
応
し
て
参
り
ま
す
。

○　
商
工
業
の
振
興
に
当
た
っ
て
は
、
雇
用

創
出
が
地
域
活
性
化
の
呼
び
水
と
な
り
、

若
年
者
や
Ｕ
Ｉ
タ
ー
ン
者
等
に
対
す
る
就

業
選
択
の
幅
が
広
が
る
ほ
か
、
地
域
内
で

の
企
業
間
連
携
や
、
域
外
交
流
な
ど
、
あ

ら
ゆ
る
分
野
に
お
い
て
、
活
性
化
に
繋
げ

て
参
り
ま
す
。

○　
本
年
１
月
、
庁
内
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
と
し

て
、「
根
室
市
企
業
誘
致
推
進
本
部
」
を

設
置
し
た
と
こ
ろ
で
あ
り
、
本
年
度
は
、

企
業
誘
致
に
お
け
る
支
援
策
の
検
討
な

ど
、
横
断
的
に
取
組
ん
で
参
り
ま
す
。

○　
外
国
人
技
能
実
習
生
の
受
入
れ
が
増
加

し
て
い
る
状
況
を
踏
ま
え
、
地
域
住
民
と

の
交
流
を
図
り
、
市
民
レ
ベ
ル
の
交
流
を

促
進
し
て
参
り
ま
す
。

○　
農
業
振
興
に
お
い
て
は
、
担
い
手
対
策
や

根
室
ブ
ラ
ン
ド
の
確
立
に
向
け
、
農
業
委
員

会
、
農
協
、
農
業
団
体
等
と
連
携
し
、
根

室
農
畜
産
物
の
ブ
ラ
ン
ド
化
や
消
費
拡
大

の
取
組
み
を
推
進
し
、
海
と
大
地
が
持
つ
可

能
性
を
最
大
限
に
引
き
出
し
て
参
り
ま
す
。

北
方
領
土
問
題
の
解
決
を
見
据
え
た

関
係
諸
施
策
の
促
進

○　
本
年
度
、
北
方
領
土
問
題
解
決
の
正
念

場
と
位
置
付
け
、
政
府
の
外
交
交
渉
を
後

押
し
す
る
た
め
の
取
組
み
は
も
と
よ
り
、

北
方
領
土
問
題
の
解
決
を
も
見
据
え
た
施

策
を
加
速
的
に
推
進
し
て
参
り
ま
す
。

子
ど
も
・
暮
ら
し
・
医
療
の
安
心
実

現
に
よ
る
支
え
合
い
の
ま
ち
づ
く
り

○　
４
月
に
、
市
内
初
の
「
幼
保
連
携
型
認

定
こ
ど
も
園
」
と
し
て
開
園
予
定
の
「
睦

の
園
幼
稚
園
」
の
建
替
整
備
を
支
援
す
る

ほ
か
、
多
子
世
帯
に
お
け
る
保
育
所
・
幼

稚
園
の
保
育
料
無
償
化
を
継
続
す
る
な

ど
、
子
育
て
世
代
の
経
済
的
負
担
の
軽
減

と
支
援
の
充
実
を
図
っ
て
参
り
ま
す
。

○　
子
ど
も
向
け
屋
内
遊
戯
施
設
「（
仮
称
）

ふ
る
さ
と
あ
そ
び
の
広
場
」に
つ
い
て
は
、

本
年
度
、
基
本
設
計
に
着
手
し
、
市
民
皆

様
と
の
議
論
を
重
ね
、
そ
の
実
現
に
繋
げ

て
参
り
ま
す
。

○　
新
生
児
聴
覚
検
査
費
用
の
一
部
助
成
を

行
う
ほ
か
、
こ
ど
も
医
療
費
給
付
事
業
の

対
象
拡
大
に
つ
い
て
検
討
し
て
参
り
ま
す
。

○　
第
３
子
目
以
降
の
学
校
給
食
費
無
償
化

の
継
続
に
加
え
、
給
食
食
材
の
価
格
高
騰

等
に
よ
る
第
１
子
・
第
２
子
の
給
食
費
へ

の
影
響
を
抑
え
る
な
ど
、
子
育
て
世
帯
の

負
担
軽
減
に
努
め
て
参
り
ま
す
。

○　

市
立
病
院
が
将
来
に
わ
た
り
、
安
定

し
た
経
営
の
も
と
で
地
域
医
療
の
中
心
的

な
役
割
を
継
続
的
に
果
た
し
、
良
質
な
医

療
を
提
供
し
続
け
る
た
め
に
は
、
安
定
的

な
医
師
体
制
の
構
築
が
重
要
と
な
り
ま
す
。

更
な
る
体
制
充
実
に
向
け
て
、
道
内
外
の

医
育
大
学
と
の
関
係
構
築
な
ど
、
病
院
長

と
と
も
に
精
力
的
に
取
組
ん
で
参
り
ま
す
。

○　
医
療
技
術
者
の
確
保
に
当
た
っ
て
は
、

保
健
医
療
・
福
祉
分
野
に
関
す
る
人
材
の

交
流
、
育
成
な
ど
、
道
内
私
立
大
学
と
の

連
携
協
定
に
向
け
、
協
議
を
進
め
て
参
り

ま
す
。

巨
大
地
震
・
津
波
に
対
す
る
「
防
災
・

減
災
対
策
」
の
強
化

○　
巨
大
地
震
・
津
波
へ
の
備
え
は
、
非
常

に
重
要
な
施
策
の
一
つ
で
あ
り
、
国
土
強

靭
化
基
本
法
の
趣
旨
も
踏
ま
え
な
が
ら
、

対
応
し
て
参
り
ま
す
。

平
成
31
年
度 

市
政
方
針
・
教
育
行
政
方
針

根室市長  石垣 雅敏

　

３
月
４
日
、
根
室
市
議
会
に
お
い
て
、
市
長
、
教
育
長
が
平
成
31
年
度
の
「
市

政
方
針
」・「
教
育
行
政
方
針
」
を
表
明
し
ま
し
た
。

　

今
月
は
、「
市
政
方
針
」
と
「
教
育
行
政
方
針
」
に
お
け
る
重
点
施
策
、
主
要

施
策
等
の
概
要
を
紹
介
し
ま
す
。

市政方針

市民の健康を守る市立根室病院
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○　
本
年
度
、
根
室
港
区
の
岬
町
に
お
け
る

高
潮
対
策
と
し
て
、
護
岸
整
備
を
進
め
る

ほ
か
、
重
要
な
情
報
伝
達
手
段
の
一
つ
で

あ
る
、
防
災
行
政
無
線
設
備
の
デ
ジ
タ
ル

化
に
着
手
し
て
参
り
ま
す
。

○　
小
・
中
学
生
に
対
す
る
防
災
教
育
を
更

に
推
進
す
る
「
こ
ど
も
防
災
・
減
災
推
進

事
業
」
に
取
組
む
と
と
も
に
、
大
規
模
停

電
対
策
に
つ
い
て
、
地
域
防
災
計
画
等
の

見
直
し
を
行
っ
て
参
り
ま
す
。

主
要
施
策

互
い
に
支
え
合
い
健
や
か
に
暮
ら
せ

る
ま
ち

健
康
増
進　
風
し
ん
予
防
接
種
定
期
接
種
対

象
者
の
拡
大
や
、
骨
髄
移
植
後
の
抗
体
喪
失

者
へ
の
支
援
を
行
う
な
ど
、
健
康
づ
く
り
の

取
組
み
を
推
進
し
て
参
り
ま
す
。

地
域
医
療
　
医
療
体
制
の
整
備
に
取
組
む
と

と
も
に
、
医
師
、
医
療
従
事
者
及
び
介
護
従

事
者
修
学
貸
付
資
金
制
度
の
一
部
を
改
正

し
、
借
受
者
の
負
担
軽
減
の
た
め
、
新
た
に

返
還
猶
予
期
間
を
設
け
る
な
ど
、
将
来
を
見

据
え
た
医
療
と
介
護
の
連
携
の
た
め
の
人
材

育
成
・
確
保
対
策
を
推
進
し
て
参
り
ま
す
。

保
育
の
充
実
　
保
育
の
入
所
枠
の
確
保
と
保

育
環
境
の
向
上
を
図
る
と
と
も
に
、
幼
稚
園

教
諭
等
の
人
材
確
保
対
策
を
推
進
し
、
将
来

を
見
据
え
た
有
資
格
者
の
安
定
確
保
に
取
組

ん
で
参
り
ま
す
。

高
齢
者
福
祉
　「
生
活
支
援
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー

タ
ー
」
の
活
動
に
つ
い
て
、
よ
り
実
践
的
な

支
え
合
い
体
制
の
構
築
を
図
り
、
高
齢
者
の

方
々
が
住
み
慣
れ
た
地
域
で
、
安
心
し
て
暮

ら
し
続
け
ら
れ
る
環
境
づ
く
り
に
取
組
ん
で

参
り
ま
す
。

高
齢
者
介
護
　
地
域
包
括
ケ
ア
シ
ス
テ
ム
の

構
築
に
向
け
て
、
庁
内
関
係
部
署
の
体
制
整

備
を
進
め
る
ほ
か
、
民
間
事
業
者
に
よ
る
認

知
症
高
齢
者
グ
ル
ー
プ
ホ
ー
ム
の
開
設
を
支

援
し
、
施
設
待
機
者
の
解
消
を
図
っ
て
参
り

ま
す
。

障
が
い
福
祉
　
日
常
・
社
会
生
活
支
援
体
制

の
充
実
に
努
め
る
と
と
も
に
、
サ
ー
ビ
ス
等

の
提
供
体
制
の
拡
充
を
図
る
な
ど
、
障
が
い

福
祉
施
策
を
総
合
的
か
つ
計
画
的
に
推
進
し

て
参
り
ま
す
。

生
活
自
立
支
援
　
生
活
困
窮
者
等
が
抱
え
る

多
様
な
課
題
に
、
社
会
福
祉
協
議
会
や
ハ

ロ
ー
ワ
ー
ク
と
の
相
互
連
携
に
よ
る
総
合
的

な
支
援
体
制
に
よ
り
、
安
定
し
た
生
活
基
盤

確
立
に
向
け
た
自
立
促
進
に
努
め
る
ほ
か
、

子
ど
も
の
貧
困
対
策
と
し
て
、
未
来
応
援
学

習
サ
ポ
ー
ト
事
業
を
継
続
し
、
一
人
ひ
と
り

が
輝
き
を
持
っ
て
人
生
を
送
れ
る
よ
う
、
切

れ
目
の
な
い
施
策
を
総
合
的
か
つ
効
果
的
に

推
進
し
て
参
り
ま
す
。

安
全
・
安
心
に
暮
ら
せ
る
都
市
基
盤

の
充
実
し
た
ま
ち

消
防
・
救
急
　「
緊
急
消
防
援
助
隊
受
援
計

画
」
の
策
定
作
業
に
着
手
し
、
水
槽
付
消
防

ポ
ン
プ
自
動
車
の
更
新
や
防
火
水
槽
の
新

設
、
消
防
団
の
救
助
活
動
資
機
材
の
整
備
に

よ
り
、
消
防
力
の
充
実
強
化
を
図
る
ほ
か
、

訓
練
資
機
材
の
整
備
や
救
急
救
命
士
の
育
成

な
ど
に
取
組
ん
で
参
り
ま
す
。

地
域
安
全
対
策
　
交
通
事
故
の
な
い
社
会
を

目
指
し
、
関
係
機
関
・
団
体
と
緊
密
な
連
携

の
も
と
、
子
ど
も
や
高
齢
者
等
の
交
通
弱
者

の
安
全
確
保
を
重
視
し
た
交
通
安
全
対
策
を

推
進
す
る
と
と
も
に
、
防
犯
意
識
の
高
揚
に

努
め
、
安
全
で
安
心
な
暮
ら
し
を
支
え
て
参

り
ま
す
。

上
・
下
水
道
　
老
朽
化
が
進
ん
で
い
る
送
・

配
水
管
の
計
画
的
な
更
新
な
ど
に
努
め
る
と

と
も
に
、
処
理
区
域
の
普
及
率
向
上
や
汚
水

処
理
共
同
施
設
の
供
用
を
開
始
し
、
衛
生
的

で
快
適
な
生
活
環
境
の
整
備
を
図
っ
て
参
り

ま
す
。

生
活
環
境
　
廃
棄
物
の
適
正
処
理
や
減
量

化・資
源
化
に
努
め
る
と
と
も
に
、
本
年
度
、

「
一
般
廃
棄
物
処
理
基
本
計
画
」
の
改
定
作

業
に
着
手
し
て
参
り
ま
す
。

市
営
住
宅
　
光
洋
団
地
11
号
棟
の
新
築
及
び

既
存
住
棟
の
リ
フ
ォ
ー
ム
工
事
に
着
手
す
る

な
ど
、
住
環
境
の
整
備
に
取
組
ん
で
参
り
ま

す
。

道
路
整
備
　
落
石
無
線
線
の
舗
装
整
備
や
牧

の
内
３
号
線
の
防
雪
柵
の
更
新
の
ほ
か
、
宝

林
町
２
丁
目
の
横
24
号
線
舗
装
整
備
を
引
き

続
き
実
施
す
る
な
ど
、
安
全
安
心
な
生
活
環

境
の
維
持
に
取
組
ん
で
参
り
ま
す
。

都
市
公
園
　
既
設
遊
具
の
更
新
な
ど
、
子
育

て
世
帯
が
利
用
し
易
い
環
境
を
整
え
る
と
と

も
に
、
市
民
団
体
と
の
協
働
に
よ
り
、
根
室

公
園
の
鑑
賞
池
周
辺
の
環
境
整
備
を
図
っ
て

参
り
ま
す
。

地
域
交
通
　
市
民
の
暮
ら
し
に
欠
か
せ
な
い

路
線
バ
ス
、
鉄
道
や
航
空
機
な
ど
、
各
交
通

手
段
に
お
け
る
結
節
機
能
を
維
持
し
、
利
便

性
の
高
い
公
共
交
通
体
系
の
確
保
に
努
め
て

参
り
ま
す
。

　
な
お
、
Ｊ
Ｒ
根
室
本
線
花
咲
線
の
確
保
対

策
に
つ
い
て
は
、
北
海
道
を
は
じ
め
、
沿
線

自
治
体
等
と
連
携
し
、
国
や
Ｊ
Ｒ
北
海
道
に

対
し
て
、
責
任
の
あ
る
対
策
を
求
め
る
と
と

も
に
、
花
咲
線
の
魅
力
発
信
の
取
組
み
を
通

じ
、
そ
の
利
用
を
促
進
し
て
参
り
ま
す
。

広
域
交
通
網
　
北
海
道
横
断
自
動
車
道
の
根

室
延
伸
に
向
け
、
根
室
・
温
根
沼
間
の
開
通

を
は
じ
め
、
厚
岸
町
尾
幌
・
糸
魚
沢
間
の
新

規
事
業
化
を
周
辺
自
治
体
と
連
携
し
、
国
等

に
対
し
強
く
要
請
し
て
参
り
ま
す
。

平成 31 年度 市政方針

維持存続に向けた取り組みを進めている JR 花咲線
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重
要
港
湾
根
室
港
　「
農
水
産
物
輸
出
促
進

計
画
に
係
る
連
携
水
揚
港
湾
」
と
し
て
、
花

咲
港
区
に
お
け
る
屋
根
付
型
岸
壁
の
改
良
整

備
を
促
進
す
る
と
と
も
に
、
根
室
港
区
に
お

い
て
は
、
沿
岸
漁
業
振
興
を
支
え
る
生
産
機

能
向
上
策
と
し
て
、
既
設
の
物
揚
場
や
船
揚

場
改
良
な
ど
を
国
に
対
し
強
く
要
請
し
て
参

り
ま
す
。

地
域
情
報
化
　
Ｗ
ｉ-
Ｆ
ｉ・光
フ
ァ
イ
バ
ー

網
等
の
情
報
通
信
基
盤
整
備
を
着
実
に
推
進

す
る
と
と
も
に
、
Ｉ
Ｃ
Ｔ
等
の
一
層
の
有
効

活
用
に
つ
い
て
調
査
研
究
に
取
組
み
、
市
民

サ
ー
ビ
ス
の
向
上
に
繋
げ
て
参
り
ま
す
。

個
性
を
伸
ば
し
豊
か
な
心
と
感
性
を

育
む
ま
ち

教
育
・
文
化
の
振
興
　
学
校
教
育
の
充
実
を

は
じ
め
、
市
民
一
人
ひ
と
り
の
社
会
的
、
職

業
的
な
自
立
に
向
け
た
キ
ャ
リ
ア
教
育
の
推

進
、
ま
た
、
生
涯
を
通
じ
て
学
び
、
心
の
潤

い
や
人
と
の
つ
な
が
り
を
感
じ
な
が
ら
生
き

生
き
と
活
動
で
き
る
学
習
機
会
の
提
供
に
努

め
て
参
り
ま
す
。

義
務
教
育
　
新
学
習
指
導
要
領
の
全
面
実
施

を
見
据
え
た
、
学
力
向
上
対
策
や
Ｉ
Ｃ
Ｔ
教

育
環
境
整
備
、
義
務
教
育
学
校
の
開
校
に
向

け
た
環
境
整
備
や
特
別
支
援
教
育
の
充
実
な

ど
、
根
室
の
将
来
を
担
う
子
ど
も
た
ち
の
た

め
、
所
管
す
る
教
育
委
員
会
と
の
連
携
の
も

と
積
極
的
に
推
進
し
て
参
り
ま
す
。

　
ま
た
、
市
街
地
中
学
校
の
２
校
化
に
向
け

た
教
職
員
の
加
配
な
ど
、
適
正
配
置
を
円
滑

に
進
め
る
た
め
の
態
勢
づ
く
り
の
ほ
か
、
授

業
方
法
や
生
徒
指
導
の
ア
ド
バ
イ
ス
を
行

う
、「
学
校
教
育
指
導
参
事
」
を
新
た
に
配

置
す
る
な
ど
、
学
校
教
育
全
般
の
総
合
的
な

取
組
み
を
後
押
し
て
参
り
ま
す
。

社
会
教
育
　
幅
広
い
世
代
の
発
表
機
会
や
芸

術
鑑
賞
機
会
の
充
実
を
は
じ
め
、
子
ど
も
達

の
文
化
・
ス
ポ
ー
ツ
活
動
へ
の
支
援
、
図
書

館
機
能
の
充
実
と
読
書
活
動
の
普
及
促
進
、

更
に
は
、
歴
史
・
文
化
資
源
を
未
来
へ
継
承

し
て
い
く
た
め
の
博
物
館
活
動
の
活
性
化
の

ほ
か
、「（
仮
称
）
根
室
市
総
合
体
育
館
整
備

構
想
」
の
推
進
に
努
め
て
参
り
ま
す
。

自
然
と
共
生
し
優
れ
た
環
境
を
未
来

へ
つ
な
ぐ
ま
ち

自
然
環
境
の
保
全
　「
春
国
岱
原
生
野
鳥
公

園
ネ
イ
チ
ャ
ー
セ
ン
タ
ー
」
の
利
用
促
進
を

図
り
、
自
然
の
価
値
と
必
要
性
を
伝
え
る
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
の
育
成
に
努
め
る
と
と
も
に
、

市
民
、
自
然
保
護
団
体
等
と
連
携
し
、
引
き

続
き
、
保
全
意
識
の
高
揚
を
図
る
活
動
に
取

組
ん
で
参
り
ま
す
。

有
害
鳥
獣
対
策
　
農
林
水
産
業
へ
の
被
害
や

交
通
事
故
の
誘
発
等
を
低
減
さ
せ
る
た
め
、

駆
除
対
策
を
強
化
す
る
と
と
も
に
、新
た
に
、

「（
仮
称
）
根
室
市
エ
ゾ
シ
カ
利
活
用
推
進
協

議
会
」
を
設
立
し
、
そ
の
有
効
活
用
に
つ
い

て
協
議
し
て
参
り
ま
す
。

地
域
資
源
を
活
か
し
活
力
と
躍
動
感

に
満
ち
た
ま
ち

水
産
業
の
活
性
化
　
国
や
北
海
道
を
は
じ

め
、
市
内
４
漁
協
な
ど
と
の
連
携
を
図
り
な

が
ら
、「
浜
の
活
力
再
生
広
域
プ
ラ
ン
」
の

着
実
な
推
進
を
支
援
す
る
ほ
か
、「
地
域
マ

リ
ン
ビ
ジ
ョ
ン
」
に
基
づ
く
、
活
力
あ
る
漁

村
づ
く
り
と
、
各
漁
港
整
備
の
更
な
る
促
進

に
向
け
た
活
動
を
支
援
し
て
参
り
ま
す
。

漁
業
の
担
い
手
対
策
　
新
規
就
業
者
へ
の
研

修
費
用
の
助
成
に
加
え
、
漁
協
青
年
部
連
絡

協
議
会
と
連
携
し
た
交
流
機
会
の
充
実
、
更

に
は
、「
ね
む
ろ
の
未
来
を
拓
く
漁
業
対
策

協
議
会
」
に
よ
る
資
格
取
得
費
用
の
助
成
な

ど
、
関
係
団
体
と
連
携
し
た
取
組
み
を
積
極

的
に
進
め
て
参
り
ま
す
。

沿
岸
漁
業
の
振
興
　
種
苗
放
流
や
移
殖
事

業
、雑
海
藻
駆
除
等
を
推
進
す
る
と
と
も
に
、

コ
ン
ブ
漁
業
の
安
定
生
産
に
向
け
た
藻
場
環

境
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
の
継
続
や
、
産
学
官
連
携

に
よ
る
ヤ
ナ
ギ
ダ
コ
の
産
卵
・
ふ
化
技
術
の

拡
充
と
生
産
を
目
指
し
た
取
組
み
を
進
め
る

な
ど
、「
沿
岸
漁
業
資
源
利
活
用
ビ
ジ
ョ
ン
」

の
実
現
に
向
け
た
取
組
み
を
着
実
に
推
進
し

て
参
り
ま
す
。

国
際
漁
業
対
策
　
漁
業
交
渉
の
円
滑
化
な

ど
、
強
力
な
対
ロ
漁
業
外
交
の
展
開
に
よ
る

適
切
な
操
業
の
確
保
と
、
持
続
可
能
な
利
用

の
た
め
の
水
産
資
源
の
国
際
的
な
資
源
管
理

な
ど
に
つ
い
て
、
国
等
に
対
し
、
引
き
続
き

強
く
要
請
し
て
参
り
ま
す
。

水
産
食
品
製
造
業
の
振
興
　
産
学
官
連
携
に

よ
る
水
産
食
品
の
研
究
開
発
、
低
・
未
利
用

資
源
や
沿
岸
漁
業
資
源
の
高
付
加
価
値
化
に

関
す
る
研
究
開
発
を
継
続
す
る
と
と
も
に
、

衛
生
管
理
体
制
の
強
化
、
外
来
漁
船
誘
致
に

よ
る
加
工
原
料
の
安
定
確
保
な
ど
の
取
組
み

を
進
め
て
参
り
ま
す
。

市政方針

地域活動リーダーを育成するこどもリーダー研修

沿岸漁業資源の維持増大対策として実施しているホタテの稚貝放流
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水
産
物
の
販
路
拡
大
　
全
国
屈
指
の
「
水
産

都
市
・
根
室
」
の
新
鮮
で
安
全
・
安
心
な
水

産
物
を
広
く
全
国
に
Ｐ
Ｒ
す
る
こ
と
は
も
と

よ
り
、「
ね
む
ろ
水
産
物
普
及
推
進
協
議
会
」

の
活
動
を
積
極
的
に
支
援
し
て
参
り
ま
す
。

　
加
え
て
、
ふ
る
さ
と
納
税
制
度
を
最
大
限

に
活
か
し
、
根
室
フ
ァ
ン
の
裾
野
を
広
げ
る

中
で
、
寄
附
者
と
の
継
続
的
な
繋
が
り
を
築

き
、
根
室
産
品
の
更
な
る
普
及
宣
伝
に
努
め

て
参
り
ま
す
。

港
湾
機
能
の
強
化
　
生
産
段
階
を
迎
え
る

「
新
ホ
タ
テ
漁
」
や
、
国
内
初
の
新
た
な
試

み
と
し
て
挑
む
「
ベ
ニ
ザ
ケ
養
殖
」
な
ど
、

今
後
の
沿
岸
振
興
策
を
見
据
え
、
重
要
港
湾

根
室
港
に
お
い
て
、「
根
室
港
区
１
号
水
産

上
屋
改
築
基
本
設
計
」
に
着
手
し
、
生
産
活

動
を
支
え
る
港
湾
機
能
の
強
化
を
図
っ
て
参

り
ま
す
。

農
業
の
振
興
　
草
地
改
良
や
肥
培
か
ん
が
い

施
設
の
整
備
及
び
、
畜
産
ク
ラ
ス
タ
ー
事
業

を
促
進
す
る
と
と
も
に
、
農
地
の
適
正
な
管

理
や
農
村
の
持
つ
多
面
的
機
能
の
発
揮
に
努

め
て
参
り
ま
す
。

林
業
の
振
興
　「
木
育
」
の
推
進
に
取
組
む

と
と
も
に
、
適
切
な
森
林
管
理
や
地
域
材
の

利
活
用
を
通
じ
た
、
森
林
資
源
の
循
環
利
用

に
努
め
て
参
り
ま
す
。

商
工
業
の
振
興
　
市
内
企
業
と
の
協
働
に
よ

る
就
職
説
明
会
の
開
催
や
、
新
商
品
開
発
・

販
路
開
拓
へ
の
支
援
を
引
き
続
き
行
う
ほ

か
、
ク
レ
ジ
ッ
ト
カ
ー
ド
や
電
子
マ
ネ
ー
な

ど
、
キ
ャ
ッ
シ
ュ
レ
ス
決
済
の
導
入
促
進
に

取
組
ん
で
参
り
ま
す
。
ま
た
、
地
域
ポ
イ
ン

ト
カ
ー
ド
に
対
す
る
行
政
ポ
イ
ン
ト
事
業
の

更
な
る
周
知
を
図
っ
て
参
り
ま
す
。

観
光
振
興
　
根
室
の
冷
涼
な
気
候
を
活
か

し
、「
絶
景
」
と
「
食
」
の
魅
力
を
全
国
に

向
け
発
信
し
て
い
く
と
と
も
に
、
バ
ー
ド

ウ
ォ
ッ
チ
ン
グ
を
中
心
と
し
た
エ
コ
ツ
ー
リ

ズ
ム
な
ど
の
効
果
的
な
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン

や
、
グ
ロ
ー
バ
ル
な
視
点
で
の
受
け
入
れ
環

境
な
ど
、
根
室
市
が
も
つ
多
彩
な
魅
力
を
活

か
し
た
観
光
の
ま
ち
づ
く
り
を
推
進
し
て
参

り
ま
す
。

海
外
と
の
経
済
交
流
　
ア
ジ
ア
圏
に
向
け
た

水
産
物
の
輸
出
促
進
や
、
人
的
交
流
の
拡
大

に
つ
い
て
、
企
業
や
関
係
団
体
と
情
報
共
有

し
て
参
り
ま
す
。

移
住
交
流
の
促
進
　
地
域
お
こ
し
協
力
隊
を

活
用
し
た
移
住
交
流
事
業
の
ほ
か
、
移
住
を

希
望
す
る
都
市
部
在
住
の
青
年
層
の
積
極
的

な
受
入
れ
に
向
け
、
求
人
・
求
職
の
マ
ッ
チ

ン
グ
機
会
の
提
供
に
努
め
る
な
ど
、
移
住
定

住
の
更
な
る
促
進
を
図
っ
て
参
り
ま
す
。

北
方
領
土
の
復
帰
を
目
指
す
ま
ち

共
同
経
済
活
動
　
本
年
度
、
新
た
に
「
北
方

領
土
対
策
監
」
を
配
置
し
、専
門
的
な
調
査・

検
討
を
は
じ
め
、
必
要
と
な
る
情
報
収
集
や

分
析
、
関
係
す
る
諸
団
体
等
と
の
更
な
る
連

携
強
化
を
図
る
と
と
も
に
、
北
方
領
土
の
復

帰
を
見
据
え
、
四
島
に
お
け
る
共
同
経
済
活

動
の
具
現
化
に
向
け
た
施
策
を
強
力
に
推
進

し
て
参
り
ま
す
。

　
併
せ
て
、
そ
の
基
盤
と
な
る
「
根
室
港
区

南
地
区
」
の
整
備
の
在
り
方
に
つ
い
て
も
、

引
き
続
き
、
国
等
と
の
協
議
を
進
め
て
参
り

ま
す
。

北
方
領
土
返
還
要
求
運
動
の
推
進
　
北
方
領

土
問
題
が
置
き
去
り
に
な
ら
な
い
よ
う
、
並

行
し
て
、
政
府
に
対
し
強
力
な
外
交
交
渉
の

展
開
を
強
く
求
め
る
と
と
も
に
、
そ
れ
を
下

支
え
す
る
た
め
、
市
民
一
丸
と
な
っ
て
、
今

ま
で
以
上
に
積
極
的
な
返
還
要
求
運
動
に
取

組
ん
で
参
り
ま
す
。

元
島
民
に
対
す
る
援
護
対
策
　
元
島
民
の

方
々
の
高
齢
化
が
著
し
い
現
状
か
ら
、
返
還

要
求
運
動
を
先
細
り
さ
せ
な
い
た
め
の
施
策

を
積
極
的
に
展
開
す
る
と
と
も
に
、
元
島
民

に
対
す
る
援
護
対
策
に
つ
い
て
も
引
き
続
き

要
請
し
て
参
り
ま
す
。

市
民
協
働
の
推
進
と
開
か
れ
た
行
政

運
営

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
活
動
　
地
域
活
動
の
中
核
的

な
役
割
を
担
う
町
会
へ
の
活
動
を
支
援
す
る

な
ど
、
町
会
連
合
会
と
の
連
携
の
も
と
、
市

民
誰
も
が
安
心
し
て
暮
ら
せ
る
地
域
社
会
の

構
築
に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

将
来
都
市
像
　
本
年
度
か
ら
、
ま
ち
の
将
来

像
を
考
え
る
「
グ
ラ
ン
ド
デ
ザ
イ
ン
」
の
検

討
に
着
手
い
た
し
ま
す
。
若
い
皆
さ
ん
の
参

画
を
働
き
か
け
、「
故
郷
・
根
室
」
の
伝
統

を
伝
え
つ
つ
、
未
来
に
向
け
て
、
新
し
い
風

を
市
政
に
取
入
れ
て
参
り
ま
す
。

行
政
運
営
　「
第
６
次
行
政
改
革
」
に
基
づ

き
、「
開
か
れ
た
市
政
運
営
と
市
民
協
働
」、

職
員
の
能
力
向
上
な
ど
「
チ
ャ
レ
ン
ジ
す
る

組
織・人
材
」、
内
部
経
費
の
節
減
な
ど
「
計

画
的
で
持
続
可
能
な
財
政
運
営
」
の
確
立
に

向
け
、
後
期
の
改
革
実
行
計
画
を
推
進
し
て

参
り
ま
す
。

平成 31 年度 市政方針

北方領土返還要求根室市民大会

　掲載している市政方
針・教育行政方針の内
容は要約したもので
す。全文は根室市役所・
歯舞支所・根室市公式
ホームページでご覧い
ただけます。

▲ 市政方針

教育行政方針

▲
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主
要
施
策
の
展
開

社
会
を
生
き
る
力
の
育
成
　

〇　
全
国
学
力
・
学
習
状
況
調
査
や
Ｃ
Ｒ
Ｔ

等
を
活
用
し
な
が
ら
、
学
力
や
学
習
状
況

の
把
握
・
分
析
と
指
導
方
法
の
改
善
を
連

動
さ
せ
る
検
証
改
善
サ
イ
ク
ル
の
確
立
に

向
け
、
取
り
組
ん
で
参
り
ま
す
。

○　
学
力
向
上
等
補
助
教
員
を
活
用
し
た
習

熟
度
別
指
導
、
テ
ィ
ー
ム
・
テ
ィ
ー
チ
ン

グ
な
ど
に
よ
り
、
個
に
応
じ
た
き
め
細
か

な
学
習
指
導
を
進
め
る
と
と
も
に
、
小
学

校
に
お
け
る
英
語
担
当
教
員
の
巡
回
指
導

を
実
施
し
、
ま
た
、
国
や
北
海
道
に
お
け

る
各
種
の
学
力
向
上
支
援
事
業
に
つ
い
て

も
積
極
的
な
活
用
を
図
っ
て
参
り
ま
す
。

○　
学
力
向
上
対
策
の
先
進
地
域
に
教
員
を

派
遣
す
る
と
と
も
に
、
当
市
に
教
員
を
招

へ
い
し
模
擬
授
業
を
行
う
な
ど
、
教
員
の

授
業
力
の
向
上
を
図
っ
て
参
り
ま
す
。

○
「
生
活
リ
ズ
ム
チ
ェ
ッ
ク
シ
ー
ト
」
の
活

用
な
ど
に
よ
り
家
庭
に
お
け
る
学
習
習
慣

の
定
着
化
を
目
指
し
、
学
校
・
家
庭
・
地

域
・
行
政
が
一
層
連
携
し
て
学
び
の
環
境

づ
く
り
に
取
り
組
ん
で
参
り
ま
す
。

豊
か
な
人
間
性
と
健
や
か
な
体
の
育
成

○ 

道
徳
教
育
の
基
本
的
な
考
え
方
に
基
づ

き
、
子
ど
も
た
ち
が
自
己
の
生
き
方
を
見

つ
め
、
主
体
的
に
考
え
、
行
動
し
、
自
立

し
た
人
間
と
し
て
成
長
し
て
い
く
た
め
の

基
盤
と
な
る
道
徳
性
を
養
っ
て
参
り
ま
す
。

○　
望
ま
し
い
人
間
関
係
の
醸
成
と
、
い
じ

め
の
未
然
防
止
・
早
期
発
見
・
適
切
な
対

処
に
努
め
て
参
り
ま
す
。

〇　
学
校
と
家
庭
が
連
携
し
て
22
時
に
携
帯

電
源
を
切
る
「
ス
イ
ッ
チ
オ
フ
22
」
運
動

の
推
進
や
、「
生
活
リ
ズ
ム
チ
ェ
ッ
ク
シ
ー

ト
」
の
活
用
な
ど
に
よ
り
、
基
本
的
な
生

活
習
慣
の
確
立
を
図
る
と
と
も
に
、
子
ど

も
た
ち
が
ネ
ッ
ト
ト
ラ
ブ
ル
の
被
害
者
や

加
害
者
に
な
ら
な
い
よ
う
、
イ
ン
タ
ー

ネ
ッ
ト
利
用
に
関
す
る
家
庭
の
ル
ー
ル
づ

く
り
を
促
進
し
て
参
り
ま
す
。

○　
北
方
領
土
返
還
要
求
運
動
原
点
の
地
と

し
て
、
一
層
北
方
領
土
学
習
を
深
め
、
各

学
校
に
お
い
て
副
読
本
や
正
し
い
歴
史
認

識
と
主
体
的
に
考
え
る
気
持
ち
を
育
ん
で

参
り
ま
す
。

○　
「
ふ
る
さ
と
給
食
」
を
食
育
の
一
環
と

し
て
継
続
し
て
実
施
し
て
参
り
ま
す
。

○　
子
ど
も
た
ち
の
体
力
向
上
に
向
け
て
、

運
動
に
親
し
む
機
会
の
創
出
や
環
境
づ
く

り
を
図
り
、
運
動
や
ス
ポ
ー
ツ
の
楽
し
さ

を
味
わ
い
達
成
感
が
得
ら
れ
る
よ
う
体
育

の
授
業
改
善
や
「
１
校
１
実
践
」
な
ど
に

取
り
組
ん
で
参
り
ま
す
。

〇　
地
域
と
連
携
し
た
防
災
教
育
の
一
層
の

充
実
を
図
り
、
学
校
の
安
全
確
保
に
努
め

て
参
り
ま
す
。

特
別
支
援
教
育
の
充
実

〇　
特
別
な
支
援
を
要
す
る
児
童
・
生
徒
の

学
習
活
動
を
支
援
し
、
特
別
支
援
教
育
支

援
員
を
必
要
に
応
じ
１
校
に
さ
ら
に
１
人

を
配
置
す
る
な
ど
、
各
学
校
の
状
況
を
踏

ま
え
た
配
置
に
努
め
て
参
り
ま
す
。

○　
指
導
方
法
に
関
す
る
研
修
会
を
開
催
す

る
ほ
か
、
市
独
自
の
「
子
育
て
フ
ァ
イ
ル

﹃
り
ん
く
す
・
ね
む
ろ
﹄」
に
つ
い
て
、
説

明
内
容
や
記
入
項
目
を
分
か
り
や
す
く
す

る
な
ど
工
夫
を
重
ね
な
が
ら
、
学
校
と
家

庭
、
地
域
、
関
係
機
関
等
に
よ
る
連
携
体

制
の
整
備
を
進
め
、
全
市
的
な
普
及
を
目

指
し
て
参
り
ま
す
。

○　
特
別
支
援
学
校
の
分
校
・
分
教
室
の
誘

致
実
現
に
向
け
、
引
き
続
き
北
海
道
教
育

委
員
会
と
協
議
し
て
参
り
ま
す
。

教
育
環
境
の
整
備
・
充
実

○　
現
行
の
根
室
市
立
小
中
学
校
適
正
配
置

計
画
を
改
訂
し
、
光
洋
中
学
校
と
啓
雲
中

学
校
の
平
成
33
年
４
月
統
合
を
目
指
す
こ

と
と
し
、生
徒
指
導
の
強
化
や
教
育
課
程・

学
習
進
度
の
整
合
性
を
図
る
た
め
、
当
該

３
校
に
市
費
負
担
に
よ
る
教
員
を
配
置

し
、
教
育
環
境
を
整
備
し
て
参
り
ま
す
。

○　
歯
舞
小
中
学
校
を
モ
デ
ル
校
と
し
て
、

小
学
校
か
ら
中
学
校
ま
で
９
年
間
の
義
務

教
育
を
一
貫
し
て
行
う「
義
務
教
育
学
校
」

の
設
置
を
目
指
す
こ
と
と
し
、
保
護
者
や

地
域
の
理
解
を
得
な
が
ら
、
そ
の
円
滑
な

導
入
を
図
っ
て
参
り
ま
す
。

○　
当
市
の
学
校
教
育
に
お
け
る
喫
緊
課
題

に
つ
い
て
学
校
現
場
と
の
連
携
・
調
整
を

担
う
た
め
、
教
育
委
員
会
事
務
局
に
学
校

教
育
指
導
参
事
を
新
設
し
、
各
種
取
組
の

積
極
的
な
推
進
に
努
め
て
参
り
ま
す
。

○　
市
内
全
小
中
学
校
の
Ｗ
ｉｰ

Ｆ
ｉ
環
境

の
整
備
を
進
め
る
と
と
も
に
、
先
進
的
な

実
践
事
例
の
普
及
や
教
員
の
指
導
力
向
上

な
ど
に
取
り
組
み
、
学
校
に
お
け
る
情
報

化
を
推
進
し
て
参
り
ま
す
。

教育長 寺脇 文康

教育行政方針

根室の食材を使ったふるさと給食
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○　
民
間
活
力
を
導
入
し
、
比
較
的
安
価
で

入
居
で
き
る
教
員
専
用
ア
パ
ー
ト
の
建

設
・
入
居
を
進
め
る
な
ど
、
教
員
住
宅
の

整
備
に
努
め
て
参
り
ま
す
。

○　
週
60
時
間
以
上
働
く
教
員
の
数
を
ゼ
ロ

に
す
る
こ
と
を
目
標
に
教
員
の
多
忙
化
の

解
消
を
図
り
、
持
続
可
能
な
学
校
運
営
体

制
の
整
備
を
進
め
て
参
り
ま
す
。

○　
現
行
の
第
３
子
目
以
降
の
学
校
給
食
費

無
償
化
を
継
続
す
る
と
と
も
に
、
新
た
に

第
１
子
及
び
第
２
子
に
対
す
る
支
援
策
を

実
施
す
る
こ
と
で
、
食
材
の
価
格
高
騰
等

に
よ
る
給
食
費
へ
の
影
響
を
抑
制
し
、
保

護
者
の
方
々
の
負
担
軽
減
に
努
め
て
参
り

ま
す
。

○　
現
在
の
北
斗
・
成
央
・
光
洋
の
３
学
校

給
食
共
同
調
理
場
を
１
箇
所
に
集
約
す
る

セ
ン
タ
ー
化
に
つ
い
て
、
さ
ら
な
る
調
査

研
究
を
進
め
て
参
り
ま
す
。

地
域
で
子
ど
も
を
育
て
る
環
境
づ
く

り
の
充
実 

○　
専
門
的
な
知
識
・
経
験
を
有
す
る
人
材

を
活
用
し
、
学
校
運
営
の
改
善
・
充
実
に
つ

な
げ
る
「
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
・
ス
ク
ー
ル
」
の

導
入
に
向
け
た
調
査
・
研
究
を
進
め
、
学

校
と
地
域
の
連
携
・
協
働
を
促
進
し
ま
す
。

○　
青
少
年
活
動
リ
ー
ダ
ー
の
発
掘
・
養
成

に
努
め
る
な
ど
、
青
少
年
の
健
全
育
成
を

推
進
し
て
参
り
ま
す
。

○　
放
課
後
教
室
等
の
指
導
員
確
保
に
努
め

る
と
と
も
に
、
地
域
の
方
々
の
参
画
・
協

力
を
得
な
が
ら
、
す
べ
て
の
子
ど
も
た
ち

が
安
全・安
心
に
過
ご
し
、
多
様
な
体
験・

活
動
を
行
う
こ
と
が
で
き
る
居
場
所
づ
く

り
に
努
め
て
参
り
ま
す
。 

○　
乳
幼
児
や
小
学
校
１
年
生
児
童
に
対
す

る
「
ブ
ッ
ク
ス
タ
ー
ト
事
業
」・「
セ
カ
ン

ド
ブ
ッ
ク
事
業
」
を
継
続
し
て
実
施
し
、

子
ど
も
た
ち
と
本
と
の
出
会
い
・
交
流
を

支
援
す
る
ほ
か
、
家
族
で
の
「
家
読
（
う

ち
ど
く
）」
の
普
及
や
図
書
館
の
利
用
促

進
、
各
種
読
書
普
及
活
動
を
積
極
的
に
進

め
て
参
り
ま
す
。

歴
史
・
文
化
・
ス
ポ
ー
ツ
な
ど
社
会

教
育
活
動
の
充
実 

○　
優
れ
た
舞
台
芸
術
鑑
賞
機
会
の
提
供
・

充
実
に
努
め
る
と
と
も
に
、
市
民
の
芸
術

文
化
活
動
の
支
援
や
、
総
合
文
化
会
館
収

蔵
美
術
展
の
開
催
に
取
り
組
む
ほ
か
、
総

合
文
化
会
館
大
小
ホ
ー
ル
の
モ
ニ
タ
ー
カ

メ
ラ
改
修
や
ト
イ
レ
の
洋
式
化
を
進
め
、

文
化
活
動
環
境
や
来
館
者
の
利
便
性
の
向

上
を
図
っ
て
参
り
ま
す
。 

○　
「
カ
ラ
フ
ト
ル
リ
シ
ジ
ミ
」
等
が
生
息

す
る
高
層
湿
原
に
つ
い
て
初
の
モ
ニ
タ
リ

ン
グ
調
査
を
実
施
し
、
動
植
物
の
生
息
状

況
等
の
実
態
把
握
を
行
う
ほ
か
、
文
化
財

の
適
切
な
活
用
に
か
か
る
情
報
発
信
等
に

努
め
、
当
市
の
貴
重
な
歴
史
や
自
然
の
普

及
に
取
り
組
ん
で
参
り
ま
す
。 

○　
北
構
保
男
氏
か
ら
寄
贈
い
た
だ
い
た
埋

蔵
文
化
財
を
、
歴
史
と
自
然
の
資
料
館
で

展
示
・
公
開
す
る
な
ど
有
効
活
用
に
努
め

る
ほ
か
、
同
館
の
大
型
収
蔵
室
と
ト
イ
レ

の
改
修
工
事
を
行
い
、
収
蔵
品
保
管
環
境

や
来
館
者
の
利
便
性
の
向
上
を
図
っ
て
参

り
ま
す
。

○　
公
民
館
活
動
に
つ
い
て
の
ニ
ー
ズ
把
握

や
新
た
な
視
点
か
ら
の
講
座
開
設
等
、
幼

児
期
か
ら
高
齢
期
に
わ
た
る
学
習
機
会
を

提
供
し
、
市
民
の
自
主
的
・
主
体
的
な
参

画
を
進
め
る
な
ど
、
生
涯
学
習
活
動
の
さ

ら
な
る
活
性
化
に
努
め
て
参
り
ま
す
。

〇　
市
民
誰
も
が
ス
ポ
ー
ツ
活
動
に
親
し
む

こ
と
が
で
き
る
よ
う
、各
種
団
体
と
連
携・

協
力
の
下
、
指
導
者
養
成
や
ス
ポ
ー
ツ
少

年
団
の
育
成
・
支
援
な
ど
活
性
化
に
努
め

る
と
と
も
に
、
青
少
年
セ
ン
タ
ー
体
育
館

床
面
や
温
水
プ
ー
ル
濾ろ

過
装
置
の
改
修
、

車
輌
整
備
な
ど
、
ス
ポ
ー
ツ
環
境
の
向
上

を
図
っ
て
参
り
ま
す
。

〇　
「
最
東
端
ね
む
ろ
シ
ー
サ
イ
ド
マ
ラ
ソ

ン
」
に
つ
い
て
は
、
本
年
も
市
民
の
健
康

増
進
や
体
力
の
向
上
、
さ
ら
に
は
全
国
か

ら
当
市
を
訪
れ
る
愛
好
者
と
の
貴
重
な
交

流
の
機
会
と
し
て
、
地
域
振
興
や
北
方
領

土
問
題
啓
発
に
も
資
す
る
競
技
会
と
な
る

よ
う
努
め
て
参
り
ま
す
。

〇　
総
合
体
育
館
の
建
設
に
向
け
て
は
、
市

民
・
利
用
者
・
競
技
団
体
に
対
す
る
意
向

調
査
を
基
に
し
た
「
整
備
市
民
委
員
会
」

の
協
議
・
検
討
の
結
果
を
踏
ま
え
基
本
方

針
を
取
り
ま
と
め
、
今
後
、
こ
れ
を
ベ
ー

ス
と
し
て
、
建
設
に
向
け
た
基
本
構
想
の

策
定
を
目
指
し
て
参
り
ま
す
。

○　
文
化・ス
ポ
ー
ツ
両
面
に
お
い
て
児
童・

生
徒
の
活
躍
を
支
援
す
る
「
み
ら
い
の

ア
ー
テ
ィ
ス
ト・ア
ス
リ
ー
ト
応
援
事
業
」

に
つ
い
て
は
、
ス
タ
ジ
オ
ジ
ブ
リ
作
品
の

背
景
画
家
や
美
術
監
督
を
務
め
る 

山
本 

二に
ぞ
う三
氏
の
企
画
展
や
ス
ポ
ー
ツ
講
演
会
な

ど
を
開
催
し
、
鑑
賞
・
体
験
機
会
の
充
実

に
努
め
て
参
り
ま
す
。

○　
市
民
に
と
っ
て
親
し
み
の
あ
る
読
書
・

学
習
活
動
を
支
え
る
拠
点
施
設
と
し
て
図

書
館
の
資
料
整
備
や
屋
根
改
修
等
に
よ
り

利
用
環
境
の
整
備
・
充
実
を
図
る
と
と
も

に
、
図
書
館
カ
フ
ェ
で
の
「
大
人
の
た
め

の
読
み
聞
か
せ
」
や
、
郵
便
局
と
連
携
し

た
「
ま
ち
な
か
ラ
イ
ブ
ラ
リ
ー
」、「
高
齢

者
図
書
お
届
け
サ
ー
ビ
ス
」な
ど
に
よ
り
、

地
域
と
の
連
携
を
深
め
な
が
ら
、「
お
と

な
」
の
読
書
活
動
推
進
の
た
め
の
各
種
事

業
に
取
り
組
み
、
市
民
へ
の
読
書
の
楽
し

み
を
拡
充
し
て
参
り
ま
す
。

平成 31 年度 教育行政方針

北構保男氏から寄贈いただいた埋蔵文化財
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　山菜採りのシーズンとなり、野山に入る機会が増える季節とな
りました。野山へ出掛ける際は、家族や知人などに行き先を知ら
せておきましょう。また、ヒグマの目撃地区への立ち入りはできる
だけ避け、ヒグマ対策を心掛けるなど、十分に気をつけてください。

① ヒグマの出没状況などについて、事前に情報収集する。
② できるだけ一人で野山に入らず、複数人で行動する。
③ 野山では鈴やラジオを携帯し、音を出しながら歩く。
④ ヒグマの生息域では、薄暗いときには行動しないようにする。
⑤ 糞や足跡などの痕跡がないかヒグマの存在を意識し、見つけたら引き返す。
⑥ ゴミ出しのルールを守り、放置しない。

ヒグマに遭遇しないために

市農林課ホームページでは、ヒグマの目撃情報を随時更新しています。 ▼
http://www.city.nemuro.hokkaido.jp/lifeinfo/kakuka/suisankeizaibu/nourin/oshirase/4218.html

 ヒグマを目撃したらすぐにご連絡ください！

☎ 市農林課 （23）6111 番 （内線 2266・2267）/根室警察署 （24）0110 番

7件

5件 ６件
4件

1件
1件

1件

■目撃状況（平成 30 年 4 月 1 日～平成 31 年 3 月 25 日現在）

目撃マップ

2件

ヒグマに注意 !!!
春のヒグマ注意特別期間 4月１日～5月31日

人身被害は春と秋に多く発生！ 
被害の 2/3 は山菜・キノコ採りで発生！

 地区別目撃情報

16件

春国岱 5%
光洋町・湖南・豊里 2%

友知３%

東梅 17%

西和田 2%

酪陽 10%

昆布盛 2%

落石東 7%
別当賀 29%

東厚床 5%

初田牛 2%
川口 10%

槍昔 2%
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2019年 2020年

７月15日 海の日 1月13日 成人の日

８月12日 山の日の振替休日 2月24日 天皇誕生日の振替休日

９月16日 敬老の日

10月14日 体育の日

11月 4 日 文化の日の振替休日

犬の飼い主が守るべきこと

・吠え声が他人の迷惑にならない

ように注意しましょう。

・屋外に犬を連れて行くときは、

必ずリードをつけ、ふん尿の始

末は必ず行いましょう。

猫の飼い主が守るべきこと

・室内で飼いましょう。

・首輪や迷子札をつけましょう。

【対象地区】

明郷・朝日町・厚床・有磯町・梅ケ枝町・桂木・川口・

清隆町・光和町・湖南・幸町・栄町・大正町・千島町・

月見町・東梅・友知・鳴海町・西厚床・花咲町・　

花咲港・双沖・緑町・明治町・弥栄町・弥生町・槍昔・

酪陽

次の祝日（月曜日）は燃やせるごみのみ収集しますので、普段通り燃やせるごみを出してください。

収集対象

・紙おむつ

・尿とりパット

・介護用の清拭綿（清浄綿）

・布おむつ

・お尻拭き

おむつの無料収集

犬や猫を
飼っている方へ

環境衛生担当からのお知らせ

問合先　市市民環境課環境衛生担当 ℡（23）6111番（内線2127～2130）

○ おむつ類と違うものが入って

い る 場 合 は 収 集 し ま せ ん。　

防水シーツやペット用のトイ

レシートなどは対象外ですの

で、市の指定袋（赤色）をお

使いください。

○ 老人ホーム・病院などの施設

から出るおむつ類は事業系ご

みとなりますので、市では収

集しません。

　家庭から出る使用済みのお
むつ類を無料で収集します。
燃やせるごみと同じ収集日に
出してください。

【子育て・介護を応援します！】

【大丈夫？飼い主さんのマナー】

　環境省では犬や猫の飼い主

が守るべきこととして、次の

点を挙げています。地域社会

の中でペットと長く幸せに暮

らすために、正しい飼い方に

ついて考えてみましょう。

月曜日に燃やせるごみを収集する地区にお住まいの方へ

汚物を取り除いてから透明な袋に入れて、

燃やせるごみの収集日に出してください。
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戸籍住民担当
（窓口 1・2 番）

○証明書の交付（住民票・印鑑証明書・
個人番号カードなど）

○転出・転入などの手続き
○戸籍に関する手続き（出生・死亡・婚

姻届など）
○火葬許可証の交付
○自動車臨時運行許可証の交付

交通市民生活担当
（窓口 3 番）

○交通傷害共済に関する手続き

保険税担当
（窓口 7 番）

○納税証明書の交付
○保険税の収納及び相談業務

健康推進担当
（窓口 8 番）

○こども医療カードの手続き
○各種助成金の手続き（出産支援助成

金・新生児聴覚検査助成金など）
○妊娠届（母子健康手帳の交付など）

国保・年金担当
（窓口 10 番）

○国保の資格取得・喪失などの手続き
○被保険者証の交付

納税担当
（窓口 13 番）

○納税証明書交付
○市税の収納及び相談業務

課税担当
（窓口 14・15 番）

○所得および課税証明書交付
○評価および公課証明書交付

高齢者包括支援担当
（窓口 16 番）

○高齢者福祉サービスに関する手続き
○後期高齢者医療制度に関する手続き

介護保険担当
（窓口 17 番）

○介護認定申請および介護サービスに関する
手続き

○受給者資格証明書の発行

こども子育て担当
（窓口 18 番）

○児童手当、ひとり親家庭に関する手続き
○保育所に関する手続き

福祉担当
（窓口 19 番）

○各種障害者手帳に関する手続き
○重度心身障害者医療に関する手続き

上下水道総務担当
（地下１階）

○水道開始、中止の手続き
○水道料金などの収納及び相談業務

学校教育担当（３階） ○転校に伴う転入・転出の手続き

４・５月大型連休業務体制のお知らせ
　天皇の即位の日（５月１日）が国民の祝日となったことにより４月２７日から５月６日にかけて１０日間の連続した休日
となることから連休期間中の主な施設の開設状況と５月２日に臨時開設する本庁舎の窓口業務についてお知らせします。

※他の市町村や関係機関への問合せなどを必要とする届け出は手続きが完了しない場合や受付できない場合があります。

★本庁舎開設窓口（5月2日㈭ 8時50分～17時20分）

4/26 27 28 29 30 5/1 2 3 4 5 6 7
金 土 日 月 火 水 木 金 土 日 月 火

本庁舎 ○ × × × × ×
○ 

一部窓口開設
★（下記参照）

× × × × ○

歯舞支所 ○ × × × × × × × × × × ○

衛
生
関
係

ごみ収集 ○ ○ × × × × ○
該当地区の可燃ごみのみ収集 × × ○

し尿収集 ○ × × × × × × × × × × ○
じん芥焼却場 / 資源再生センター /
埋立処理場 ○ ○ × × × × × × × × × ○

蒼香苑 ○ ○ 
午前中 × × × × × × × × × ○

教
育
関
係

青少年センター/ 温水プール / 武徳殿 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇

歯舞スポーツセンター ○ ○ × × × × × × × × × ○
総合文化会館・公民館 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 ×
図書館  × 〇 〇 × × × ○ × × × × ×
歴史と自然の資料館       〇 〇 〇 × × × ○ × × × × ×
児童会館・児童教室 〇 〇 × × × × × × × × × 〇
青少年相談室 〇 × × × × × × × × × × 〇
別当賀夢原館 〇 〇 〇 〇 〇 〇 × 〇 〇 〇 〇 ×

病
院
関
係

市立根室病院 ○ × × × × × ○ 
一部診療 × × × × ○

市立歯舞診療所　　　　　　　　　　　　　　　　○ × × × × × × × × × × ○
市立歯舞歯科診療所　　　　　　　　　　　　　　○ ○

午前中 × × × × × × × × × ○
市立厚床歯科診療所　　　　　　　　　　　　　　○ × × × × × ○ × × × × ○

福
祉
関
係

老人福祉センター / 第二老人福祉セ
ンター 〇 〇

入浴不可 × × × × × × × × × 〇

保育所 ○ ○ × × × × × × × × × ○
福祉会館/福祉交流館/児童デイサー
ビスセンター ○ × × × × × × × × × × ○

そ
の
他

ネイチャーセンター　　　 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ×
北方館・望郷の家 / 北方領土資料館
/ 白鳥台センター / 根室市観光協会 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

北方四島交流センター ○ ○ ○ × ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

主な施設の開設状況
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温水プールからのお知らせ
問合先：市温水プール　☎（22）3543 番

事業名 対　象 内　容 期　間 時　間 定　員 申込期間

こどもの日記
念３Days無

料開放

一般市民

無料開放
（トレーニング室含む）

5月3日～5月5日
9：30

～16：30
－ －

プール祭り
（来館者プレゼントあり）

5月5日

GW振替休館返

上臨時開館
一般市民

一般開放
（トレーニング室含む）

5月7日～5月11日

5月14日～5月17日

13：30

～20：30
－ －

フィン体験
一般市民
※学生を除く

フィンキック

フィン水泳

5月21日～7月9日

（毎週火 計8回）

11：00

～12：00
5人

（定員締切）

4月17日

～5月15日

親子スイミング

３歳未満の幼児と

保護者
※幼児はオムツを卒業し

ていること
※保護者も水着で一緒に

参加します

水慣れ・水遊び
5月21日～7月9日

（毎週火 計8回）

11：00

～12：00
８組

（定員締切）

4月17日

～5月15日

幼児ひよこさ
んコース

３・４歳の幼児
※平成 27 年４月２日～

平成 28 年 4 月 1 日生

水慣れ・水遊び
5月21日～7月9日

（毎週火 計8回）

14：45

～15：45
10人

（定員締切）

4月19日

～5月17日

幼児ぺんぎん
さんコース

４・５歳の幼児
※平成 26 年 4 月２日～

平成 27 年 4 月 1 日生

水慣れ・水遊び
5月22日～7月10日

（毎週水 計8回）

14：45

～15：45
10人

（定員締切）

4月19日

～5月17日

チビッ子水泳
教室

５・６歳で2020年

修学の幼児
※水泳クラブ所属者など

を除く

水慣れ・水遊び
5月24日～7月12日

（毎週金 計8回）

14：45

～15：45
15人

（定員締切）

4月19日

～5月17日

とんぎょコース
小学１～３年生　
※水泳クラブ所属者など

を除く

初歩の背泳ぎ
5月22日～7月12日

（毎週水・金 計16回）

16：00

～17：00
30人

（定員締切）

4月18日

～5月16日

やまべコース
小学４～６年生
※水泳クラブ所属者など

を除く

初歩のクロール
5月21日～7月11日

（毎週火・木 計16回）

16：00

～17：00
15人

（定員締切）

4月17日

～5月15日

水中運動教室

朝の部
一般市民
※学生を除く

水中ウォーキング

水中運動

A コース

5月21日～7月11日

（毎週火・木 計16回） 9：45

～10：45

各コース

15人
（定員締切）

4月18日

～5月16日Ｂコース

5月22日～7月12日

（毎週水・金 計16回）

水中運動教室

夜の部
一般市民
※学生を除く

水中ウォーキング

水中運動

A コース

5月22日～7月10日

（毎週水 計8回） 19：00

～20：00

各コース

15人
（定員締切）

4月18日

～5月16日Ｂコース

5月24日～7月12日

（毎週金 計8回）

ストレッチ運動

教室

①午前の部

②午後の部

一般市民
※学生を除く

ストレッチ

A コース

5月21日～7月11日

（毎週火・木 計16回）

①午前

9：45

～10：45

②午後

13：30

～14：30

各コース

20人
（定員締切）

4月18日

～5月16日Ｂコース

5月22日～7月12日

（毎週水・金 計16回）

大人の水泳教室
一般市民
※学生を除く

水泳の基礎

クロール、背泳ぎ

5月23日～7月11日

（毎週木 計8回）

19：00

～20：00
15人

（定員締切）

4月19日

～5月17日

大人の水泳教室

【初級】
一般市民
※学生を除く

初歩の水慣れ、

クロール、背泳ぎ

5月22日～7月12日

（毎週水・金 計16回）

11：00

～12：00
15人

（定員締切）

4月19日

～5月17日

大人の水泳教室

【中級】
一般市民
※学生を除く

平泳ぎ、

バタフライ

5月22日～7月12日

（毎週水・金 計16回）

11：00

～12：00
15人

（定員締切）

4月19日

～5月17日

※いずれも受講料は無料です。
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3/1　根室西高等学校卒業式

ありがとう 根室西高

根室・釧路管内で初の快挙
2/27　ＥＰＪＯ北海道地域文化選奨贈呈式

　地域に根ざした優れた文化活動を行う団体や個人に
対して贈られる北海道地域文化選奨を市内のビッグバ
ンド「イースト・ポイント・ジャズ・オーケストラ

（ＥＰＪＯ）」が受賞しました。贈呈式では、高橋はる
み知事から丸山一之代表に賞状が渡された後、根室に
ちなんだジャズナンバーなど２曲が披露され、会場か
らは大きな拍手が送られました。

　根室西高校で卒業式が行われ、最後の卒業
生 34 人が３月末で閉校となる思い出の学び
舎に別れを告げました。式では目谷信靖校長
から一人ひとりに卒業証書が授与され、卒業
生はそれぞれの思いを胸に、卒業証書を受け
取っていました。
　目谷校長は「根室西高最後の卒業生として
の誇りをもって、新たな一歩を踏み出してく
ださい。」と激励の言葉を送り、教職員代表
の末武大介教諭が「夢中になれるものを見つ
けることで、みんなの人生が豊かになると思
います。」と送辞を述べました。それに対し、
卒業生代表の三上瑠

り ゅ う や

哉さんは、「西高の名を
汚さないよう、志を高くもってこれからの人
生を歩んでいきます。」と決意を述べ、最後
は「旅立ちの日に」を卒業生全員で合唱しま
した。３年間共に過ごした友人や恩師との思
い出に涙する卒業生も多く見られ、保護者や
地域の方たちから温かい拍手で見送られた根
室西高最後の卒業生は、思い出と誇りを胸に
刻み、新たな一歩を踏み出しました。　

東京と根室を繋ぐ移住交流イベント
2/23 ～ 24　EASTERN vol.3

　根室の魅力を市内外に発信する移住交流イベント
「EASTERN」。根室市移住交流促進協議会主催のこの
イベントは今年で３回目の開催となり、今回はガイド
ツアーや企画展、トークイベント & 交流会などが開
催されました。根室に移住を考えている方の姿もあり、
2 日間で過去最多となる 350 人が来場する盛況ぶり
を見せていました。

Town News
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　市内の医療、介護、福祉関係者を対象にバーチャル
リアリティ（ＶＲ）技術を活用した認知症の体験型研
修会を実施しました。ＶＲ技術を使って認知症による
幻視や幻覚などの症状を体験してもらうもので、参加
者からは「実際に体験してみて、認知症の方の気持ち
がよくわかりました。」「今後の接し方を考える良い勉
強になりました。」といった声が聞かれました。

認知症の人の世界を疑似体験
3/18　認知症ＶＲ体験会 3/15　ありがとう初田牛駅セレモニー

郷土を愛した画家茂木幹さんの作品を展示
3/26　茂木幹絵画展～チヌカルコロの軌跡～

　「チヌカルコロ（アイヌ語で北極星）」こと故・茂木
幹さんの絵画展を総合文化会館で開催しました。茂木
さんは、根室をこよなく愛し、中央画壇からの招きに
も応じず、生涯根室の自然を描き続けた孤高の画家で、
市に寄贈された作品など 58 点を展示しました。力強
いタッチで描かれた作品の数々を来場者は足を止め、
じっくりと見入っていました。

　大正９年に開業し、地域住民に親しまれてきた初田
牛駅が、99 年の歴史に幕を降ろしました。この日は、
初田牛町会が市観光協会やＪＲ北海道などと協力して
イベントを実施し、地元住民や市民、鉄道ファンなど
約 60 人が駆け付けました。「ありがとう！初田牛駅」
と書かれた横断幕を掲げ、初田牛駅との別れを惜しみ
ながら、最後の列車を見送りました。

初田牛駅 99 年の歴史に幕

先進的な酪農生産現場を視察
3/16　ねむろ酪農見学ショートツアー

　酪農の生産現場を見てもらい、酪農業に対する見識
を深めてもらうため、市内湖南の田中牧場で見学会を
開催しました。搾乳ロボットによって一頭ずつ乳量や
健康状態などをコンピューター管理する最新の設備を
間近で見た参加者からは「機械化が進んでいて、想像
していた酪農とは全く違う。」と驚きの声が上がって
いました。
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春
の
全
市
一
斉
清
掃
に
参
加

し
ま
し
ょ
う

　
冬
の
汚
れ
を
一
掃
し
、
住
み
よ
い

環
境
を
つ
く
る
た
め
「
春
の
全
市
一

斉
清
掃
」
を
行
い
ま
す
の
で
、
市
民

多
数
の
参
加
を
お
願
い
し
ま
す
。

日　
５
月
12
日
㈰
７
時
30
分
～
９
時

（
雨
天
の
場
合
は
、
翌
週
へ
順
延
し
、

２
週
連
続
悪
天
候
の
場
合
は
中
止
と

し
ま
す
。）

・
家
庭
や
事
業
所
な
ど
か
ら
出
さ
れ

た
ご
み
は
収
集
し
ま
せ
ん
。

・
実
施
さ
れ
る
団
体
な
ど
は
、
５
月

８
日
㈬
ま
で
に
、
実
施
計
画
書
を
提

出
し
て
く
だ
さ
い
。

問　
市
市
民
環
境
課
環
境
衛
生
担
当

☎
（
２
３
）
６
１
１
１
番

内　
２
１
２
７
～
２
１
３
０

「
あ
そ
び
の
広
場
」
参
加
親
子

を
募
集

　
遊
び
を
通
し
て
親
子
が
共
に
学
び

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
図
る
場
と

し
て
、
ま
た
、
育
児
相
談
・
情
報
交

換
の
場
と
し
て
「
あ
そ
び
の
広
場
」

を
開
催
し
ま
す
。

日　
５
月
17
日
㈮
～
翌
年
２
月
21
日

㈮
（
月
１
～
２
回
を
予
定
）
９
時
40

分
～
11
時
30
分

対　
平
成
27
年
４
月
２
日
～
平
成
29

年
４
月
１
日
生
ま
れ
の
お
子
さ
ん
と

そ
の
保
護
者

定　
25
組
（
定
員
に
満
た
な
い
場
合

は
、
対
象
範
囲
を
広
げ
ま
す
の
で
お

問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。）

募
集
期
間　
４
月
８
日
㈪
～
18
日
㈭

申
・
問　
子
育
て
相
談
所
ぶ
ら
ん
こ

☎
（
２
４
）
３
４
８
２
番

高
齢
者
肺
炎
球
菌
ワ
ク
チ
ン

接
種
費
用
を
助
成
し
ま
す

　
高
齢
者
肺
炎
球
菌
ワ
ク
チ
ン
接
種

費
用
の
一
部
を
助
成
し
ま
す
。

助
成
金
額　
５
︐
０
０
０
円

対　
①
平
成
31
年
度
中
に
65
歳
、
70

歳
、75
歳
、80
歳
、85
歳
、90
歳
、95
歳
、

100
歳
以
上
と
な
る
方　
②
60
歳
～
64

歳
の
方
で
、
心
臓
・
腎
臓
・
呼
吸
器
・

ヒ
ト
免
疫
不
全
ウ
イ
ル
ス
に
よ
る
免

疫
機
能
に
障
が
い
を
有
す
る
方

※
過
去
に
接
種
を
受
け
た
こ
と
の
あ

る
方
は
対
象
と
な
り
ま
せ
ん
。
①
に

該
当
す
る
方
に
は
ハ
ガ
キ
で
お
知
ら

せ
し
ま
す
。

︻
実
施
医
療
機
関
︼
江
村
精
神
科
内

科
病
院
、
岡
田
医
院
、
川
上
小
児
科

医
院
、
市
立
根
室
病
院
、
市
立
歯
舞

診
療
所
、道
東
勤
医
協
ね
む
ろ
医
院
、

ト
キ
ワ
医
院
、
根
室
共
立
病
院

申
・
問　
市
保
健
課
健
康
推
進
担
当

☎
（
２
３
）
６
１
１
１
番

内　
２
１
１
７
・
２
１
１
８

第
１
回
が
ん
検
診・特
定
健
康

診
査
を
実
施
し
ま
す

　
平
成
31
年
度
第
１
回
が
ん
検
診
・

特
定
健
康
診
査
を
実
施
し
ま
す
。
が

ん
検
診
は
、
希
望
す
る
検
診
の
み
を

受
診
す
る
こ
と
も
で
き
ま
す
。

 【
が
ん
検
診
】

料　
胃
が
ん
検
診
１
︐
０
０
０
円
／

肺
が
ん
検
診
（
Ｘ
線
）
３
０
０
円
／

肺
が
ん
検
診
（
喀
痰
）
７
０
０
円
／

大
腸
が
ん
検
診
５
０
０
円
／
前
立
腺

が
ん
検
診
２
︐
０
６
０
円
／
肝
炎
ウ

イ
ル
ス
検
診
５
０
０
円
／
エ
キ
ノ

コ
ッ
ク
ス
症
血
清
検
査
は
無
料

対　
40
歳
以
上
の
市
民
。
た
だ
し
、

前
立
腺
が
ん
検
診
は
50
歳
以
上
の
男

性
、
エ
キ
ノ
コ
ッ
ク
ス
症
血
清
検
査

は
16
歳
以
上
の
市
民

※
免
除
規
定
に
つ
い
て
は
、
お
問
い

合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

 【
特
定
健
康
診
査
】

料　
無
料
（
社
会
保
険
被
扶
養
者
の

方
は
一
部
費
用
負
担
が
あ
り
ま
す
）

対　
40
歳
～
74
歳
ま
で
の
根
室
市
国

民
健
康
保
険
加
入
者
及
び
社
会
保
険

被
扶
養
者
、
75
歳
以
上
の
後
期
高
齢

者
医
療
制
度
加
入
者
、
生
活
保
護
受

給
者

日
・
場　
５
月
24
日
㈮
６
時
～
６
時

30
分・落
石
会
館
、
８
時
30
分
～
９
時

30
分
・
厚
床
会
館
／
５
月
25
日
㈯
～

27
日
㈪
６
時
30
分
～
７
時
、
８
時
～

８
時
30
分
、
９
時
30
分
～
10
時
・
児

童
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー

定　
５
月
24
日　
落
石
30
人
（
胃
が

ん
20
人
・
前
立
腺
が
ん
15
人
）、
厚

床
50
人
（
胃
が
ん
40
人
・
前
立
腺
が

ん
20
人
）
／
５
月
25
日
～
27
日　
各

日
１
４
０
人
（
胃
が
ん
１
２
０
人
・

前
立
腺
が
ん
50
人
）

申
込
締
切　
４
月
19
日
㈮

申
・
問　
市
保
健
課
健
康
推
進
担
当

☎
（
２
３
）
６
１
１
１
番

内　
２
１
１
７
・
２
１
１
８

国
民
健
康
保
険
短
期
人
間

ド
ッ
ク
を
実
施
し
ま
す

　
疾
病
の
予
防
・
早
期
発
見
の
た
め

「
短
期
人
間
ド
ッ
ク
（
日
帰
り
）」
を
実

施
し
ま
す
。
な
お
、
年
度
内
に
特
定

健
診
と
の
重
複
受
診
は
で
き
ま
せ
ん
。

対　
受
診
時
の
年
齢
が
40
～
74
歳
の

根
室
市
国
民
健
康
保
険
加
入
者

定　
80
人

料　
５
︐
０
０
０
円

申
込
開
始
日　
４
月
８
日
㈪

実
施
機
関　
市
立
根
室
病
院

受
診
日　
申
込
後
に
実
施
機
関
か
ら

連
絡
し
ま
す
。

申
・
問　
市
保
健
課
国
保・年
金
担
当

☎
（
２
３
）
６
１
１
１
番

内　
２
１
２
５
・
２
１
２
６

ポイント付与… ねむろポイントカード　 ねむろわんぱくチャレンジ

市フェイスブックでは、
情報を随時更新して
います！
https://www.facebook.com/
nemurocity/

インフォメーション

音訳（朗読）ボランティア養成講座
受講者を募集

　視覚障がいの方に、広報紙など
を音読・録音し、情報提供するた
めのボランティア養成講座を開催
します。

✿日 程　５月９日㈭から
　　　　　毎週木曜日ほか 13 回
✿時 間　10 時～ 12 時
✿場 所　総合文化会館
✿対 象　音訳（朗読）に興味のあ
　　　　  る市内在住の方
✿受講料　無料　✿定員　10 人
✿内 容　発音・発声・朗読練習など
✿申込締切　５月８日㈬
✿申込・問合先
　市総合文化会館 ☎（24）3188番
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市
営
住
宅
の
入
居
者
を
募
集

募
集
団
地　
西
浜
団
地
（
西
浜
町
４

丁
目
所
在
の
み
）・
宝
林
団
地
・
駒

場
団
地
・
望
洋
団
地
・
琴
平
団
地
・

厚
床
団
地
・
花
咲
港
団
地
・
パ
ー
ク

タ
ウ
ン
明
治
団
地
・
光
洋
団
地
（
１

号
棟
～
７
号
棟
）

募
集
期
間　
４
月
５
日
㈮
～
15
日
㈪

受
付
時
間　
９
時
～
17
時

抽
選
会　
４
月
16
日
㈫
14
時
総
合
文

化
会
館

　
各
団
地
の
入
居
順
位
は
抽
選
で
決

定
し
ま
す
。
申
込
者
お
よ
び
入
居
者

の
い
ず
れ
か
が
暴
力
団
員
で
あ
る
場

合
は
、
入
居
を
認
め
ま
せ
ん
。
入
居

資
格
・
申
請
の
手
続
き
な
ど
、
詳
し

く
は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

申
・
問　
市
建
築
住
宅
課
市
営
住
宅

担
当

☎
（
２
３
）
６
１
１
１
番

内　
２
２
９
５
・
２
２
９
６

固
定
資
産
縦
覧
帳
簿
の
縦
覧

に
つ
い
て

　
平
成
31
年
度
土
地
価
格
等
縦
覧
帳

簿
お
よ
び
家
屋
価
格
等
縦
覧
帳
簿
を

次
の
と
お
り
縦
覧
し
ま
す
。

縦
覧
の
場
所　
税
務
課
課
税
担
当

縦
覧
期
間　
４
月
１
日
㈪
～
６
月
５

日
㈬
（
土
・
日
・
祝
日
は
除
く
）

縦
覧
時
間　
９
時
～
17
時
20
分

問　
市
税
務
課
課
税
担
当

☎
（
２
３
）
６
１
１
１
番

内　
２
１
５
４
・
２
１
５
５

林
野
火
災
予
防
強
調
月
間

４
月
21
日
～
５
月
31
日

　
全
国
的
に
降
水
量
が
少
な
く
空
気

が
乾
燥
し
て
い
る
こ
の
時
期
は
、
多

く
の
林
野
火
災
が
発
生
し
て
お
り
、

根
室
管
内
で
は
過
去
10
年
間
で
２
件

の
林
野
火
災
が
発
生
し
て
い
ま
す
。

　
原
因
の
多
く
は
、
タ
バ
コ
の
不
始

末
な
ど
人
為
的
に
よ
る
も
の
が
多
数

を
占
め
て
お
り
、
山
を
訪
れ
る
方
々

の
予
防
意
識
が
大
切
で
す
。
一
人
ひ

と
り
の
注
意
で
林
野
火
災
を
防
ぎ
、

大
切
な
緑
を
守
り
ま
し
ょ
う
。

問　
市
農
林
課
内
「
根
室
市
林
野
火

災
予
消
防
対
策
協
議
会
」
事
務
局

☎
（
２
３
）
６
１
１
１
番

内　
２
２
６
６
・
２
２
６
７

道
路
工
事
に
伴
う
交
通
規
制

の
お
知
ら
せ

　
根
室
道
路
の
国
道
接
続
工
事
に
伴

い
、
国
道
44
号
の
穂
香
、
温
根
沼
に

お
い
て
、
工
事
に
よ
る
交
通
規
制
、

仮
道
へ
の
交
通
切
り
替
え
が
行
わ
れ

ま
す
。

　

通
行
に
あ
た
り
ご
注
意
願
い
ま

す
。

規
制
箇
所　
①
国
道
44
号
穂
香
1
～

穂
香
5
付
近
及
び
、
市
道
東
４
号
線

穂
香
94
付
近（
半
田
ボ
デ
ィ
交
差
点
）

②
国
道
44
号
温
根
沼
79
～
温
根
沼
87

付
近

予
定
工
期　
平
成
31
年
４
月
１
日
～

翌
年
３
月
31
日
（
予
定
）

問　
釧
路
開
発
建
設
部
根
室
道
路
事

務
所
工
務
課

☎
（
２
４
）
４
１
８
８
番

日…日時　場…場所　対…対象　料…料金　定…定員　申…申込先　問…問い合わせ先　☎…電話番号　内…内線記号の説明

２ １

住
宅
防
火 

い
の
ち
を
守
る 

７
つ
の
ポ
イ
ン
ト

市
消
防
本
部

　
℡
（
２
4
）
3
1
6
3
番

いのちを守る７つのポイント

３つの習慣
・寝たばこは、絶対にやめましょう。
・ストーブは、燃えやすいものから離れた

位置で使用しましょう。
・ガスこんろなどのそばを離れるときは、

必ず火を消しましょう。

４つの対策
・逃げ遅れを防ぐために、住宅用火災警報

器を設置しましょう。
・寝具や衣類からの火災を防ぐために、防

炎製品を使用しましょう。
・火災を小さいうちに消すために、住宅用

消火器等を設置しましょう。
・お年寄りや身体の不自由な人を守るため

に、近隣者と協力体制をつくりましょう。

　火災の発生しやすい時季を迎え、消防本部では

火災の発生を防止し、高齢者を中心とする死者の

発生と財産の損失を防ぐため、春の根室市火災予

防運動を実施します。火災は、一人ひとりの心が

けで防げます。被害を最小限に食い止めるため、

ご家庭で「いのちを守る " ７つのポイント "」に注

意し、火災を予防しましょう。

春の根室市火災予防運動４月20 日㈯～30 日㈫

住宅用火災警報器の適切な維持管理について
　火災による被害を出さないためには、火災の
早期発見がとても重要になります。この早期発
見に効果的なのは、住宅用火災警報器です。住
宅用火災警報器は、古くなると電子部品の寿命
や電池切れなどで火災を感知しない恐れがあり
ます。交換の目安は約 10 年です。住宅用火災
警報器が正常に作動するよう、交換時期のご確
認をお願いします。

統一標語「忘れてない？ 財布にスマホに 火の確認」
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林
地
台
帳
制
度
運
用
開
始

　
平
成
28
年
５
月
、
森
林
法
の
一
部

改
正
に
よ
り
創
設
さ
れ
た
林
地
台
帳

制
度
が
本
年
４
月
か
ら
運
用
開
始
と

な
り
ま
し
た
。
林
地
台
帳
は
、
森
林

の
土
地
の
所
有
者
や
林
地
の
境
界
に

関
す
る
情
報
な
ど
を
市
町
村
が
整
備

し
、
公
表
す
る
も
の
で
す
。
申
請
に

よ
り
林
地
台
帳
及
び
地
図
の
閲
覧

（
所
有
者
情
報
除
く
）
が
で
き
ま
す
。

所
有
者
ま
た
は
森
林
経
営
計
画
の
認

定
を
受
け
て
い
る
方
は
、
申
出
に
よ

り
所
有
者
情
報
を
含
む
情
報
提
供
を

受
け
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

※
林
地
台
帳
及
び
地
図
は
、
森
林
の

土
地
の
権
利
や
所
有
の
境
界
を
確
定

す
る
も
の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。ま
た
、

森
林
の
土
地
の
売
買
な
ど
に
係
る
証

明
資
料
と
し
て
用
い
る
こ
と
は
で
き

ま
せ
ん
。

　
詳
し
く
は
、
お
問
い
合
わ
せ
く
だ

さ
い
。

問　
市
農
林
課
林
務・自
然
保
護
担
当

☎
（
２
３
）
６
１
１
１
番

内　
２
２
６
７

消
費
税
軽
減
税
率
制
度
説
明

会
を
開
催
し
ま
す

　
本
年
10
月
に
実
施
さ
れ
る
消
費
税

の
軽
減
税
率
制
度
は
全
て
の
事
業
者

の
方
に
関
係
が
あ
る
こ
と
か
ら
、
軽

減
税
率
制
度
に
つ
い
て
の
理
解
を
深

め
、
準
備
を
進
め
て
い
た
だ
く
た
め

の
説
明
会
を
開
催
し
ま
す
。

内
容　
軽
減
税
率
制
度
（
軽
減
対
象

品
目
、
帳
簿
・
請
求
書
な
ど
の
記
載

方
法
、
税
額
計
算
な
ど
）
の
概
要
、

適
格
請
求
書
等
保
存
方
式
（
イ
ン
ボ

イ
ス
制
度
）
の
概
要
、
中
小
事
業
者

へ
の
支
援
措
置
に
つ
い
て

日　
４
月
15
日
㈪
①
11
時
～
12
時
②

15
時
～
16
時
③
18
時
～
19
時

場　
根
室
商
工
会
館

※
事
前
申
込
は
不
要
で
す
が
会
場
の

収
容
人
数
に
は
限
り
が
あ
り
ま
す
。

問　
根
室
商
工
会
議
所

☎
（
２
４
）
２
０
６
２
番

一
般
曹
候
補
生・予
備
自
衛
官
補

一
般
幹
部
候
補
生
を
募
集

　
防
衛
省
で
は
、
一
般
曹
候
補
生
、

予
備
自
衛
官
補
お
よ
び
一
般
幹
部
候

補
生
を
募
集
し
て
い
ま
す
。

種
目
・
資
格
・
試
験
日
お
よ
び
会
場

●
一
般
曹
候
補
生（
陸
海
空
自
衛
隊
）

33
歳
未
満
／
５
月
25
日
㈯
／
陸
上
自

衛
隊
釧
路
駐
屯
地

●
予
備
自
衛
官
補
（
一
般
公
募
）

18
歳
以
上
34
歳
未
満
／
４
月
中
旬
／

陸
上
自
衛
隊
釧
路
駐
屯
地

●
予
備
自
衛
官
補
（
技
能
公
募
）

18
歳
以
上
で
保
有
資
格
等
に
応
じ
53

～
55
歳
未
満
／
４
月
中
旬
／
陸
上
自

衛
隊
帯
広
駐
屯
地

●
一
般
幹
部
候
補
生
（
大
卒
程
度
）

22
歳
～
25
歳
の
大
卒
者
ま
た
は
22
歳

～
27
歳
の
大
学
院
修
士
課
程
修
了
者

／
５
月
中
旬
／
釧
路
市
内

身
分　
特
別
職
国
家
公
務
員
（
予
備

自
衛
官
補
は
非
常
勤
）

　
受
付
期
間
お
よ
び
年
齢
計
算
期
日

は
種
目
に
よ
り
異
な
る
た
め
お
問
い

合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

問　
自
衛
隊
根
室
地
域
事
務
所

☎
（
２
４
）
３
６
５
１
番

℡（２４）０１１９番 災害発生・被害の恐れのある場合や、普段の生活で不安に思うことなどの相談を
24時間受け付けます。

消防・災害相談ダイヤル

問 根室市消防本部警防課予防・保安担当☎（24）3163 番

　春の根室市火災予防運動は、4 月 20 日～ 30 日ま
での 11 日間、全道一斉の予防運動にあわせて行って
います。
　根室市消防本部では、予防運動中の実施行事として
今年度の重点目標にも掲げている防火意識の充実を図
るために、「はしご車の搭乗体験」や「顔出しパネル」
の展示をしますので、ぜひご来場ください。
　そのほか、保育所、幼稚園、小学校などで子ども達
を対象にした防火教室をはじめ、各事業所への火災予
防ポスターの配布、少年消防クラブ員による防火チラ
シの配布や女性消防団員による街頭啓発活動、女性防
火クラブ員や町会等の市民による消火訓練などの実施
を予定しています。訓練を希望される町会、事業所な
どがありましたら消防署へご連絡ください。

● 日時　４月 21 日㈰ 10 時～正午
● 場所　マルシェ・デ・キッチン大正店前にて

※気象状況などにより中止となる場合がありますのでご
了承ください。

はしご車搭乗体験！（春の根室市火災予防運動）

消防編

生活習慣病予防のための栄養教室
　市管理栄養士による、食生活改善に関する講話など
を行います。
日時　4 月 24 日㈫ 13 時 30 分～15 時
場所　総合文化会館第 3 講座室
対象者　根室市民
申込締切　4 月 23 日㈪
申込・問合先　市保健課健康推進担当
☎ （23）6111 番（内線 2118・2131）

ねむろポイントカードのポイントを付与します。
また、ねむろわんぱくチャレンジ対象事業です !
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根
室
市
史
編
さ
ん
員    

小こ
さ
か
い

坂
井 

歓か
ん
こ
う厚

問
市
図
書
館     （
二
三
）五
九
七
四 

番

干潟の春

月に入ると野外に出かける楽しみが増え
てきますね。春の花、山菜採りなど楽し

いことが色々ありますが、私がこの時期楽しみ
にしているのは、春国岱の干潟にシギ・チドリ
類たちがいつ帰ってくるか、ということです。
　例年、一番手に到着するのは、朱色のくちば
しと白黒の色分けがはっきりとした大柄なミヤ
コドリ。浅瀬で数十羽の群が二枚貝を食べてい
る姿が見られます。二番手には、ホウロクシギ
かメダイチドリがやってきます。ホウロクシギ
はカラスほどもある長くて湾曲したくちばしが
特徴的。メダイチドリは、砂色の地味な羽色で
すが、羽替わりが進むと胸のあたりがオレンジ
色に色づいてきます。
　続いては、黄色い足と「チュイッ」という涼
しげな声が特徴的なキアシシギ。最も小さいシ
ギで季節が進むと、お酒を飲んだように顔が赤
くなるトウネン。黒い隈取りとオレンジ色の足
が特徴のキョウジョシギもやって来ます。名前
の由来になった京女の着物のように派手な色彩
と、「ゲレゲレ」という濁った声のギャップが衝
撃的で、一度出会うと忘れられません。

４

　風蓮湖ではシギ・チドリの仲間が 40 種類も
記録されています。彼らは東南アジアなどの越
冬地と北極圏などの繁殖地を往復している渡り
鳥で、春と秋の一時期だけ風蓮湖に立ち寄って
ゆきます。短い期間にだけ見られることが、彼
らとの出会いの楽しみをより増していると思い
ます。
　５月５日には春国岱の干潟で、シギ・チドリ類
の観察会を予定しています。浜の千鳥が波の上
を群れ飛ぶ姿や、干潟の上を千鳥足で歩く姿が
見られるかもしれません。ぜひご参加ください。

　

根
室
の
高
校
の
修
学
旅
行
と
い
え
ば
、関
東
か
ら
関

西
方
面
で
四
日
か
ら
五
日
間
程
度
が
一
般
的
だ
ろ
う

か
。だ
が
、今
か
ら
半
世
紀
以
上
昔
の
高
校
の
修
学
旅

行
は
14
日
間
も
か
け
て
い
た
と
い
う
記
録
が
あ
る
。昭

和
33
年
４
月
に
根
室
高
校
が
実
施
し
た
修
学
旅
行
の

ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
は
次
の
通
り
で
あ
っ
た
。

一
日
目
根
室
発
（
車
中
泊
）→
二
日
目
函
館
着
、連
絡

船
乗
船
（
船
中
泊
）→
三
日
目
青
森
発
（
車
中
泊
）→

四
日
目
金
沢
着
、市
内
見
物
の
ち
金
沢
発
、京
都
着（
旅

館
泊
）→
五
日
目
京
都
市
内
見
物
の
ち
姫
路
着
（
旅
館

泊
）→
六
日
目
姫
路
、赤
穂
市
内
見
物
の
ち
大
阪
着（
旅

館
泊
）→
七
日
目
大
阪
、奈
良
市
内
見
物
の
ち
奈
良
発

（
車
中
泊
）→
八
日
目
大
船
着
。江
の
島
、鎌
倉
市
内
見

物
（
旅
館
泊
）→
九
日
目
江
の
島
発
、東
京
着
。都
内
見

物
（
旅
館
泊
）→
十
日
目
上
野
発
、日
光
着
。日
光
市
内

見
物
の
ち
日
光
発
、上
野
着
（
旅
館
泊
）→
11
日
目
自

由
行
動
の
ち
上
野
発
（
車
中
泊
）→
12
日
目
青
森
着
。

連
絡
船
乗
船
（
船
中
泊
）→
13
日
目
函
館
発
（
車
中
泊
）

→
14
日
目
根
室
着

　

当
時
の
列
車
で
の
車
中
泊
は
と
言
え
ば
、生
徒
た
ち

は
身
軽
な
者
は
網
棚
に
這
い
上
が
り
、あ
る
い
は
通
路

や
座
席
の
下
に
新
聞
紙
を
敷
い
て
寝
る
と
い
う
野
趣

あ
ふ
れ
る
ス
タ
イ
ル
。熟
睡
は
で
き
ず
、そ
の
反
動
か

名
所
旧
跡
巡
り
の
バ
ス
内
で
は
、ガ
イ
ド
さ
ん
の
声
が

子
守
歌
の
よ
う
に
聞
こ
え
て
、車
内
は
す
こ
や
か
な
寝

息
で
満
ち
溢
れ
て
い
た
こ
と
だ
ろ
う
。

13
泊
14
日
の
修
学
旅
行

胸のオレンジ色が美しいメダイチドリ（手前）と、派手な色彩のキョウジョシギ（奥）

問 根室市春国岱原生野鳥公園ネイチャーセンター   ℡（25）3047番
　 レンジャー 古南 幸弘 （（公財）日本野鳥の会所属）
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子育て支援

市役所の健診・健康相談・離乳食教室　問 市保健課健康推進担当　℡（23）6111 番（内線2118・2131）　

４カ月児健診 4月3日㈬、5月8日㈬ 13時30分～14時30分 会場：児童デイサービスセンター

７カ月児健康相談 4月9日㈫、5月10日㈮ 13時30分～14時30分 会場：図書館２階 集会室

ファーストバースデイ
すくすく健康相談 4月10日㈬、5月17日㈮ 13時15分～13時30分 会場：児童デイサービスセンター

１歳６カ月児健診 4月11日㈭、5月16日㈭ 12時～12時30分 会場：児童デイサービスセンター

３歳児健診 4月4日㈭、5月9日㈭ 12時～12時30分 会場：児童デイサービスセンター

離乳食教室 4月5日㈮、5月14日㈫ 13時30分～14時 会場：総合文化会館 実習室

子育て相談所「ぶらんこ」　問 まつもと保育所２階　℡（24）3482 番 　

育児相談 月曜日～金曜日
土曜日

9時～17時
9時～11時30分

電話または直接、子育ての不安や悩
みなどの相談を受け付けています。

一時保育
対象年齢：平成31年４月１日現在
満１歳以上

月曜日～金曜日 8時30分～17時
会場：まつもと保育所

一時的に保育が困難となるお子様
をお預かりします。【要予約】

ピヨピヨルーム 
５カ月～１歳５カ月までの親子 毎週火曜日 9時40分～11時30分 会場：まつもと保育所２階 ぶらんこ

遊びを通して交流を深め、子育てに
ついて学びあえる場です。【要予約】
ピヨピヨルーム・ふれあいルーム」は
随時参加者を募集しています。

ふれあいルーム
１歳６カ月～就学前の親子

毎週木曜日 9時40分～11時30分

「保健師によるミニ講座」は5月から開催します。

移動ふれあいルーム
１歳６カ月～就学前の親子 4月17日㈬ 10時～11時30分 会場：青少年センター

親子とも上靴を持参してください。
つどいの広場「クルクル」　問 明治交番横道営住宅１階　℡（24）9696 番

つどいの広場「クルクル」
０～３歳までの親子 月曜日～金曜日  10時～15時

 ※12時～13時は閉館

親子が自由に遊び、交流を深める場
です。子育ての不安や悩みなどの相
談も受け付けています。
※初めて利用される方は登録が必
要です。

保育所開放 　問 まつもと保育所 ℡（23）5821 番、こまば保育所 ℡（24）3693 番、落石保育所 ℡（27）2518 番

保育所開放
対象年齢：６カ月～６歳
※落石保育所は３歳～６歳

4月10日㈬、5月8日㈬ 10時～11時

会場：まつもと保育所・こまば保育所・
落石保育所

保育所を開放し、親子で遊べる場を
提供します。希望する保育所にお問
い合わせください。

●市民相談
会・問　市市民相談室
☎（23）6111番（内線2441）
●消費生活相談　
会・問　市消費生活センター
☎（24）9065番
●法律相談【要予約】
無料法律相談
4月26日㈮10時～16時
会　市役所地下和室
問　市市民相談室
☎（23）6111番（内線2441）
釧路弁護士会法律相談
4月11日㈭、5月9日㈭
14時～17時
会　総合文化会館第一講座室
問　釧路弁護士会
☎　0154（41）3444番
※有料（一人30分以内・5,000円）

●行政相談【要予約】
4月3日㈬・17日㈬
13時～15時30分
会　市役所地下和室
問　総務省行政相談委員
☎ 伊藤（24）5656番・伊澤（27）2288番
●釧路年金事務所相談【要予約】
4月23日㈫13時～17時
4月24日㈬９時～14時
会　総合文化会館第二講座室
問　釧路年金事務所
☎0154（61）6000番
●お酒でお悩みの方相談
4月19日㈮13時30分～15時30分
会　市役所地下和室
問　市保健課健康推進担当
☎（23）6111番（内線2118・2131）
●健康・栄養・禁煙相談	 	
●不妊・不育・妊娠・出産相談　
会・問　市保健課健康推進担当
☎（23）6111番（内線2118・2131）

●教育相談
子ども教育相談 10時～16時
問　市教委青少年相談室
☎（23）2859番
育ちと学びの相談「りんくす」
問　市教委育ちと学びの相談室
☎（23）6111番（内線2416）
●障がい者就業相談【要予約】
4月18日㈭・25日㈭
11時～14時30分
会　総合文化会館第三講座室
問　市社会福祉課福祉担当
☎（23）6111番（内線2165・2172）
●女性の健康相談
4月3日㈬、5月8日㈬10時～16時
問　根室保健所　☎（23）5161番
●こころの健康相談
●肝炎ウイルス検査・ＨＩＶ抗体
　検査・ＨＴＬＶ－１抗体検査
問　根室保健所　☎（23）5161番

各種相談窓口
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病院ガイド
市立根室病院  ☎（24）3201 番

受付時間 月 火 水 木 金

内科（予約のない方）

 8:30 ～11:00 ○ ○ ○ ○ ○

13:30 ～15:00 ○ ○ ○ ○ ○

小児科

 8:30 ～11:00 ○ ○ ○ ○ ○

13:30 ～15:00 ○ ○

外科

 8:30 ～11:00 ○ ○ ○ ○ ○

乳腺外来（乳がん検診）４月12 日㈮・26 日㈮ ※要予約
心臓血管外来　4 月16 日㈫
整形外科 ★リハビリは8時30分～15時までの受付です。
 8:30 ～10:00 ○ ○ ○ 専門外来 ○

膝・リウマチ外来　4 月 4 日㈭・18 日㈭
肩関節外来　4 月11日㈭・25 日㈭
※外来休診日　４月26 日㈮
産婦人科

 8:30 ～11:00 ○ ○ ○ ○ ○

13:30 ～15:00 ○ ○ ○

眼科

 8:30 ～11:00 ○ ○ ○
8:30~10:00

○ ○

泌尿器科

 8:30 ～11:00 ○

13:30 ～15:00 ○

皮膚科　★木曜日は10時30分までの受付です

 8:30 ～11:00 ○ ○ ○ ○
10:30まで

13:30 ～15:00 ○ ○ ○

※初診の方は現在使用中の内服薬・軟膏（市販薬含む）を
必ずご持参ください。

耳鼻咽喉科

 8:30 ～11:00 ○ ○

13:30 ～15:00 ○ ○

脳神経外科 ★入院治療については取り扱っていません。
 8:30 ～11:00 ○ ○

13:30 ～15:00 ○ ○

◎５月から眼科外来の診療日程が変わります。

　本年５月より、毎週水曜日は手術のため外来診療を休診とさ
せていただきますので、ご理解とご協力をお願いします。

◎ 5 月 2 日（木・祝）の臨時開院について

　5 月 2 日の臨時開院に伴う各外来診療体制は、院内掲示また
は病院ホームページをご覧ください。

　

根
室
市
役
所
ロ
ビ
ー
に
は
、
血
管
年
齢
を
測

定
す
る
機
械
が
あ
り
ま
す
。
自
分
の
年
齢
、
性

別
を
入
力
し
、
人
差
し
指
を
機
械
に
入
れ
る
と
、

血
管
年
齢
が
表
示
さ
れ
ま
す
。
実
際
の
年
齢
よ

り
年
下
に
出
る
人
、
年
上
に
出
る
人
、
測
定
後

の
反
応
は
人
そ
れ
ぞ
れ
で
す
。

　

元
気
で
い
た
い
と
思
う
気
持
ち
は
皆
同
じ
で

す
。
外
見
を
気
に
す
る
よ
う
に
、
自
分
の
体
の

中
に
ま
で
気
を
配
っ
て
い
ま
す
か
？
顔
色
が
悪

く
な
り
、
い
つ
も
と
違
う
症
状
が
出
て
か
ら
慌

て
て
病
院
に
行
く
の
で
は
な
く
、
年
に
1
度
、

自
分
の
体
の
健
康
状
態
を
知
る
た
め
に
検
診
を

受
け
ま
し
ょ
う
。

【
根
室
市
が
実
施
し
て
い
る
検
診
】

①
集
団
検
診
（
年
３
回
）
…
生
活
習
慣
病
を
調

べ
る
特
定
健
診
、
胃
、
肺
、
大
腸
、
前
立
腺

が
ん
を
調
べ
ま
す
。

②
集
団
乳
が
ん
検
診
（
年
１
回
）

③
集
団
子
宮
が
ん
・
大
腸
が
ん
検
診
（
年
１
回
）

④
レ
デ
ィ
ー
ス
検
診
（
年
２
回
）
…
女
性
を
対

象
と
し
た
、
バ
ス
送
迎
に
よ
る
釧
路
が
ん
検

診
セ
ン
タ
ー
で
の
検
診
で
す
。

　

時
期
に
な
り
ま
し
た
ら
、
新
聞
折
込
み
や
広

報
で
ご
案
内
し
ま
す
。
ま
た
、
指
定
さ
れ
た
病

院
で
の
個
別
検
診
も
実
施
し
て
い
ま
す
の
で
、

詳
細
に
つ
き
ま
し
て
は
健
康
推
進
担
当
（
２
３

－

６
１
１
１
番
内
線
２
１
１
８
）
ま
で
お
問
い

合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

　

日
本
人
の
平
均
寿
命
は
世
界
ト
ッ
プ
ク
ラ
ス

で
す
。
私
た
ち
は
健
康
で
あ
る
事
が
当
た
り
前

だ
と
思
っ
て
い
ま
す
。
病

気
に
な
っ
た
時
に
健
康
の

大
切
さ
を
感
じ
る
の
で
は

な
く
、
年
に
1
回
の
検
診

で
自
分
の
健
康
に
つ
い
て
見

つ
め
直
し
て
み
ま
せ
ん
か
。

月 火 水 木 金

内
科
専
門
外
来
（
予
約
の
方
）

★午前は 8:30～11:00、午後は13:30～15:00 に受け付けています。

消化器内科 ○
（午後のみ）

○
（午前のみ）

○
（午前のみ）

循環器内科 ○ ○
（午前のみ）

○
（午前のみ）

○
（午前のみ）

呼吸器内科 ○
（偶数週のみ）

○
（偶数週のみ）

禁煙外来 ○
（偶数週のみ）

血液外来 ○
（午前のみ）

○
（午後のみ）

○
（午後のみ）

不整脈外来 ○
（毎月第 1 週）

小
児
科
予
防
接
種
等

７歳未満 ○
13:30~14:00

○
13:30~14:00

７歳以上 ○
15:00~16:00

○
15:00~16:00

乳児検診 ○
13:30~14:00

慢性疾患 ○
14:00~15:30

○
14:00~15:30

★７歳未満のＢＣＧ、ロタワクチン、二種混合ワクチン、Ｂ型肝炎は要
予約で、それ以外の予防接種は予約不要です。

★７歳以上の予防接種は事前にお問い合わせください。
※病院受診の際は、必ず「お薬手帳」をお持ちください。
※予防接種のご予約・お問い合わせは、午後からとなります。
※夜間救急外来は現在休診しています。平日の時間内受診にご協力ください。

日曜当番

４月７日 岡田医院 
☎（24）2651番 ４月21日 道東勤医協ねむろ医院 

☎（22）2563番

５月12日 江村精神科内科病院 
☎（22）2811番

※4月14日、28日、５月５日の日
曜当番はお休みです。

※やむを得ない事情により対応できないこともありますので事前に医療機関
へ症状などを連絡の上、受診してください。

※当日急に診療できない場合はほかの医療機関を紹介します。

自
分
に
献
身
、

検
診
で
健
康
チ
ェ
ッ
ク

保健師　高橋 耐子 保健
だより



　

地
元
の
写
真
ク
ラ
ブ
で
活
動
し
て

い
る
ア
マ
チ
ュ
ア
写
真
家
・
下
河
原

達
也
さ
ん
。
下
河
原
さ
ん
の
撮
影
す

る
写
真
は
、
そ
の
場
の
音
や
温
度
を

感
じ
る
よ
う
な
世
界
観
と
、
目
を
引

く
「
光
」
の
表
現
が
特
徴
で
す
。

　

道
東
を
拠
点
に
個
展
を
開
催
し
た

り
数
々
の
コ
ン
テ
ス
ト
に
応
募
す
る

な
ど
、
精
力
的
に
活
動
し
て
お
り
、

今
年
３
月
に
は
、
根
室
市
観
光
協
会

が
主
催
す
る
根
室
フ
ォ
ト
コ
ン
テ
ス

ト
で
最
優
秀
賞
を
受
賞
し
ま
し
た
。

受
賞
作
品
は
「
祭
り
魂
」。
昨
年
の

「
ギ
ャ
ラ
ク
シ
ー
最
東
端
」、
一
昨
年

の
「
星
降
る
花
咲
灯
台
」
に
続
き
、

３
年
連
続
で
の
受
賞
と
な
り
ま
し
た
。

　

今
回
の
受
賞
に
対
し
て
の
感
想
を

聞
い
た
と
こ
ろ
「
一
番
根
室
が
盛
り

上
が
っ
て
い
る
写
真
に
し
よ
う
と
金

刀
比
羅
神
社
例
大
祭
を
被
写
体
に
選

び
ま
し
た
。
活
気
に
あ
ふ
れ
る
根
室

の
様
子
を
表
現
で
き
、
受
賞
し
た
と

き
は
と
て
も
嬉
し
か
っ
た
で
す
。」
と

喜
び
を
語
っ
て
く
れ
ま
し
た
。

　

休
日
は
や
は
り
写
真
を
撮
り
に
出

か
け
る
こ
と
が
多
く
、
四
季
折
々
の

風
景
と
、
そ
れ
ら
を
美
し
く
彩
る

「
光
」
を
求
め
、
日
の
出
や
日
没
の

時
間
を
め
が
け
て
シ
ャ
ッ
タ
ー
ポ
イ

ン
ト
へ
足
を
運
ぶ
そ
う
で
す
。「
太

陽
の
位
置
だ
け
は
ご
ま
か
し
が
き
か

な
い
た
め
苦
労
す
る
の
で
す
が
、
写

真
を
撮
る
の
は
と
て
も
楽
し
く
て
、

時
間
を
忘
れ
て
し
ま
い
ま
す
。」
と

笑
顔
を
み
せ
て
い
ま
し
た
。

　

写
真
の
魅
力
は
、
自
分
の
撮
っ
た

作
品
を
通
し
て
、
自
分
以
外
の
人
と

も
そ
の
と
き
の
感
動
を
共
有
で
き
る

こ
と
だ
と
い
う
下
河
原
さ
ん
。
こ
れ
か

ら
も
根
室

の
素
敵
な

写
真
を
た

く
さ
ん
撮

り
つ
づ
け

て
ほ
し
い

で
す
ね
。

平成 31年度

北方領土「第51回子どもの日のつどい」

　ヨーヨー釣りやわたあめなどの「お祭りコーナー」や、
「読み聞かせコーナー」「段ボール迷路」。挑戦するだけで
景品が当たる「チャレンジコーナー」「北方領土クイズラ
リー」など、ちびっこでも楽しめるコーナーがたくさん♪

日　時　５月３日㈮　9時30分～12時30分
会 場　総合文化会館
問合先　市教委社会教育課
　　　　☎（24）3180 番

ことりのこみちお散歩ラリー
　東梅自然学習林内で見られる開花中の花など、生き
ものの見どころを紹介したマップを頼りに「証拠写真」
を集めた方に、記念品をプレゼントします。

日 時　４月27日㈯～５月6日㈰  10 時～16 時受付
受 付　春国岱ネイチャーセンター（予約不要・無料）
持ち物　長靴、写真撮影ができるもの(スマホ可）
問合先　春国岱原生野鳥公園ネイチャーセンター
　　　　☎（25）3047 番

春の干潟バードウォッチング
　小型の水鳥であるシギ・チドリ類が春国岱に渡ってくる
この時期ならではのバードウォッチングを楽しみます。
日 時　5 月 5 日㈰  ７時 30 分～９時 30 分
　　　　（荒天時は翌日に延期）
集 合　春国岱の駐車場
対 象　バードウォッチングに興味のある
　　　　小学生以上～大人※初心者歓迎
定 員　20 名（先着順）
持ち物・服装　活動しやすい服装、長靴、筆記用具
　　　　　　　あれば双眼鏡、図鑑（貸出あり）
参 加 料　１００円（保険代として）
申込方法　電話、メールまたは直接
申込締切　５月３日㈮
申込・問合先　春国岱原生野鳥公園ネイチャーセンター
☎　（25）3047 番　E メール　nemu_nc@marimo.or.jp

根室の魅力を写真で表現

2019年
４

月
５

日
発
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ホ
ー

ム
ペ

ー
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新
年
度
が
始
ま
り
、
新
た
な

ス
タ
ー
ト
ラ
イ
ン
に
立
っ
た
方

も
多
い
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う

か
。
そ
ん
な
私
も
今
月
か
ら
編

集
を
担
当
す
る
こ
と
と
な
り
第

一
歩
を
踏
み
出
し
た
一
人
で

す
。
皆
さ
ん
の
毎
月
の
楽
し
み

に
な
る
よ
う
な
広
報
紙
づ
く
り

が
で
き
る
よ
う
頑
張
り
ま
す
の

で
、
ど
う
ぞ
よ
ろ
し
く
お
願
い

し
ま
す
。　
　
　
　
　
　
（
Ｓ
）
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根
室

市
常

盤
町

2-27　
TEL 0153-23-6111（

内
線

2213） FAX 0153-24-8692

根室フォトコンテスト３年連続最優秀賞受賞
アマチュア写真家 さん下

し も か わ ら

河原 	達
た つ や

也 	

がんばる人みっけ !!

根室市の人口
平成31年3月1日現在の人口 （前月比）

世帯数：12,650世帯（＋51）
総人口：25,888 人（－67）
男　性：12,380 人（－20）
女　性：13,508 人（－47）

※外国人を含む
転入：27 人 出生：11 人
転出：72 人 死亡：33 人
その他の増減： 0 人

▲今年の根室フォトコンテストで最優秀賞を受賞し
た作品「祭り魂」

……… 編集後記 ………


